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感染症タスク・フォースによる取組み 

 

令和４年１２月２０日 

感染症タスク・フォース 

 

感染症タスク・フォースの設置について 

鳥取大学では，新型コロナウイルス感染症に対応するため，学長，理事，副学長（医

療担当），保健管理センター所長 外の構成員による「感染症タスク・フォース」を令和 

２年２月２８日に設置しました。感染症タスク・フォースでは，新型コロナウイルス感染

症に対する本学の行動計画等を審議します。   
 

 

◎第119回感染症タスク・フォース（令和４年１２月１３日開催） 

①【注意喚起】新型コロナウイルス感染拡大の防止について 

１２月に入り鳥取県内における感染者数が急増している状況において，鳥取県が特措

法第２４条第９項による感染防止特別要請及び各市町村長による感染急拡大緊急共同メ

ッセージを県民に向けて発出していることを受け，年末年始に向けて帰省等による県内

外への移動及び忘年会・新年会などの会食等の機会が多くなる時期を前に，学生・教職

員に対して感染防止対策の徹底を要請する文書を発出する旨提案があり，了承した。 

②学内感染者発生について 

各部局の感染者について資料に基づき報告があった。 

なお，附属病院長から病院の入院患者の感染状況について補足説明があった。 

③イベント報告の確認について 

学長から，Googleドライブにおける共有により報告済みのイベント（１２月２日報

告分３件・１２月９日報告分６件）について，意見，質問等がないか確認があった。 
広報センターで開催される「住川英明書展」について，地域学部長及び附属学校部

長から補足説明があった。 

 

◎第118回感染症タスク・フォース（令和４年１１月２９日開催） 

①海外渡航に関する対応の変更について 

学長から，「鳥取大学における新型コロナウイルス対応」の海外渡航に関する対応を

国の基準と同様になるよう緩和し，手続も緩和することについて提案し，構成員の意見

を伺っていたところ，第８波が到来し学内でも感染が拡大している状況となり，この時

期に緩和の改訂を行うことは学生・教職員に渡航推奨のメッセージであると誤って受け

取られる恐れがあるため，海外渡航に関する対応の変更については一旦保留し，今後感

染状況が改善された際に改めて検討することについて提案があり，了承した。 

②鳥取地区におけるワクチンバス利用による新型コロナワクチン（２価ワクチン）職

域接種実施報告 

事務局から，１１月に実施した鳥取地区のワクチンバスを利用した新型コロナワク

チン（２価ワクチン）職域接種の接種実績等及び１２月に実施予定の留学生へのワク

チン接種について報告があった。 

③学内感染者発生について 

各部局の感染者について資料に基づき報告があった。 

なお，附属学校部長から附属学校の感染状況について補足説明があった。 
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④イベント報告の確認について 

学長から，１１月２５日にGoogleドライブにおける共有により報告済みのイベント

８件について，意見，質問等がないか確認があった。 

 
◎第117回感染症タスク・フォース（令和４年１１月２２日開催） 

①「鳥取大学における新型コロナウイルス対応」の一部改正について 

教育担当理事から，前回（１１月１５日開催）の感染症タスク・フォースで報告のあ

った「オミクロン株対応ワクチンの接種促進のための更なる取組推進及び新型コロナウ

イルス感染症及び季節性インフルエンザに係る医療機関・保健所からの証明書等の取得

に対する配慮について（依頼）」（令和４年１１月９日付け文部科学省事務連絡）を受

け，学生の出席停止の解除の取扱いについて再度検討した結果，実効性があまりないこ

と，教務担当係の事務負担が重くなっていること等から，教務担当係が学生に対し行う

症状等がないことの確認が不要となるよう「鳥取大学における新型コロナウイルス対応」

の一部改正を行うことについて提案があり，了承した。 

また，当該出席停止の解除の取扱いの変更について教職員・学生に周知する旨報告が

あった。 

②米子地区におけるワクチンバス利用による新型コロナワクチン追加接種（２価ワク 

チン）計画について 

米子地区事務部総務課長から，米子地区におけるワクチンバス利用による新型コロナ

ワクチン追加接種（２価ワクチン）計画について，令和４年１２月５日（月）～１２月

８日（木），令和４年１２月２０日（火）～１２月２８日（水）の合計１１日間，教職

員，学生，外部委託業者等3,850人を対象に希望者を募り実施予定である旨報告があっ

た。 

③学内感染者発生について 

各部局の感染者について資料に基づき報告があった。 

なお，附属学校部長から附属小学校児童の感染状況について，附属病院長から病院の

入院患者の感染状況について補足説明があった。 

④イベント報告の確認について 

学長から，１１月１８日にGoogleドライブにおける共有により報告済みのイベント５

件について，意見，質問等がないか確認があった。 

また，DX推進担当理事から１１月２５日に開催予定のミニ講演会「遠隔計算機を利用

した研究・教育のDX 事例」について報告があった。 

⑤海外渡航に関する対応の変更について 

総務担当理事から，前回（１１月１５日開催）の感染症タスク・フォースで提案のあ

った海外渡航に関する対応の変更について，各学部等から意見を頂き変更案を検討して

いるところであるが，米子地区は附属病院を有しており緩和を慎重に行う必要があるた

め，鳥取地区と米子地区で異なった取扱いにすることについて提案があり，検討の結果，

両地区で異なった取扱いとする変更案を作成することについて，了承した。 

 

◎第116回感染症タスク・フォース（令和４年１１月１５日開催） 

①海外渡航に関する対応の変更について 

事務局から，「鳥取大学における新型コロナウイルス対応」で感染症危険情報レベル

１及び２の国・地域への不要不急の渡航の自粛を要請しているところ，レベル１につい

ては外務省の基準と同様に「特別な注意をもって渡航することを要請する」と改めると

ともに手続を緩和することについて，当該週内に意見を募り今後の感染症タスク・フォ
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ースにおいて変更案を提案予定である旨説明があり，了承した。 

②オミクロン株対応ワクチンの接種促進のための更なる取組推進及び新型コロナウイ

ルス感染症及び季節性インフルエンザに係る医療機関・保健所からの証明書等の取

得に対する配慮について 

事務局から，①ワクチン接種促進のためにリーフレットや相談窓口等の活用をする

こと，②新型コロナウイルス感染症に罹患または季節性インフルエンザに感染した者

が職場復帰等をする際に医療機関等が発行する検査結果の証明書等を求めないことに

ついて，文部科学省から通知があったので，各学部等において周知いただきたい旨説

明があった。 

これを受け，保健管理センター所長から，季節性インフルエンザに感染した場合，

学校保健法の定めにより発症後５日を経過し，かつ，解熱後２日を経過するまで出席

停止となっており，これまでは医療機関等の証明書により公欠扱いとしてたが，これ

を求めないのであれば学生に適切に周知する必要がある旨意見があり，学生部を中心

に検討し学内に周知することとなった。 

③学内感染者発生について 

各部局の感染者について資料に基づき報告があった。 

④イベント報告の確認について 

学長から，１１月１１日にGoogleドライブにおける共有により報告済みのイベント

６件について，意見，質問等がないか確認があった。 

 

◎第115回感染症タスク・フォース（令和４年１１月１日開催） 

①学生の海外渡航について（許可対象プログラム以外） 

連合農学研究科学生１名（アメリカ：国際学会における口頭発表）の海外渡航につい

て，資料に基づき渡航先情報，渡航理由，活動内容等の説明があり，了承した。 

②学内向け新型コロナ感染対策啓発ポスターの作成について 

保健管理センター所長から，学内向けに新型コロナ感染防止対策啓発ポスターを作

成し，各学部等へ掲示を依頼予定である旨報告があった。 

③学内感染者発生について 

各部局の感染者について資料に基づき報告があった。 

なお，医学部長から学生の感染状況について補足説明があった。 

④イベント報告の確認について 

学長から，１０月２８日にGoogleドライブにおける共有により報告済みのイベント

６件について，意見，質問等がないか確認があった。 

 

◎第114回感染症タスク・フォース（令和４年１０月２５日開催） 

①研究活動に係る「鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針」レ

ベルの変更について 

研究担当理事から，「鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針」

において，「研究活動（研究指導含む）」が現在条件付きのレベル２（制限（小））で

あるところ，レベル１（一部制限）に引き下げることについて説明があり，検討の結果，

了承した。 

なお，総務担当理事より，当該レベルの引下げに係る通知の際，感染防止対策につい

ても併せて通知いただきたい旨意見があった。 

②学内感染者発生について 

各部局の感染者について資料に基づき報告があった。 
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なお，附属病院長から病院の入院患者の感染状況について説明があった。 

③イベント報告の確認について 

学長から，１０月２１日にGoogleドライブにおける共有により報告済みのイベント

９件について，意見，質問等がないか確認があった。 

監事から，インドネシア・ジャカルタで開催される「連合農学研究科グローバル同

窓会ネットワーク≪GAN-RENDAI≫総会及びインドネシア支部交流集会」について，本

学からの参加者の有無について質問があり，連合農学研究科長から研究科長，副研究

科長，事務職員及び学生が本学から参加する旨説明があった。 

 

◎第113回感染症タスク・フォース（令和４年１０月１８日開催） 

①学生の海外渡航について（許可対象プログラム以外） 

連合農学研究科学生１名（ザンビア：研究に係る調査）の海外渡航について，資料に

基づき渡航先情報，渡航理由，活動内容等の説明があり，了承した。 

②鳥取地区職域接種（ワクチンバス）の実施について 

事務局から，１１月１１日(金)，１７日(木)，１８日(金)，２４日(木)，２５日(金)

の午後に鳥取県のワクチンバスを活用の上，鳥取大学に在籍する初回接種済みの学生及

び教職員を対象とし，学内での接種を実施することについて説明があり，原案のとおり

了承した。 

③教職員・学生の海外渡航について（感染症危険情報レベル２） 

地域学部教員１名（台湾：科研費研究に係る史料調査）並びに工学部教員１名及び

持続性社会創成科学研究科学生１名（台湾：国際会議参加及び現地視察）の海外渡航

について，資料に基づき報告があった。 

④学内感染者発生について 

各部局の感染者について資料に基づき報告があった。 

なお，附属病院長から附属病院の入院患者の感染状況について説明があった。 

 

◎第112回感染症タスク・フォース（令和４年１０月７日～１１日メール開催） 

①学生の海外渡航（許可対象プログラム以外）について 

医学部学生１名（インドネシア：インドネシアにおけるインフルエンザウイルス研究）

の海外渡航について提案があり，書面審議による表決の結果，了承した。 

【表決結果】 可 １７  不可 ０ 

②学内感染者発生について 

各部局の感染者について，資料配付により報告があった。 

 

◎第111回感染症タスク・フォース（令和４年１０月４日開催） 

①「水際対策強化に係る新たな措置（３４）」による入国後待機等の見直しについて 

国際交流推進担当副学長から，「水際対策強化に係る新たな措置（34）」では，オミ

クロン株が支配的となっている国・地域からの帰国者・入国者については，原則として

入国時検査を実施せず，入国後の自宅又は宿泊施設での待機，待機期間中のフォローア

ップ，公共交通機関不使用等を求めないこととなったため，「鳥取大学における新型コ

ロナウイルス対応」中，「４．国際交流関係 ①海外渡航に関する対応」の内容を一部

改めることについて説明があり，原案のとおり了承した。 

②「鳥取地区職域接種（２価ワクチン）の実施について 

事務局から，１１月上旬～１２月頃に鳥取県のワクチンバスを活用し，学内での接種

を実施することについて説明があり，原案のとおり了承した。 
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③令和５年度鳥取大学入学者選抜に係る新型コロナウイルス感染症に対応した試験実

施の方針について 

教育担当理事から，令和５年度鳥取大学入学者選抜について，試験期日，感染症対策

を講じた上で原則，対面（来校での受験）で実施すること，一般選抜の「前期日程」・

「後期日程」の追試験を令和5年3月22日(水)に実施するが，その他の入学者選抜試験で

は，原則，追試試験は実施しないこと，無症状の濃厚接触者は令和5年度大学入学者選

抜に係る新型コロナウイルス感染症に対応した試験実施のガイドライン（令和4年6月3

日大学入学者選抜競技会決定）で示された感染症対策を講じた上で受験を可能にするこ

と等，資料に基づき報告があった。 

また，大学入学共通テストの追試験が本試験の2週間後（1/28，1/29）に本学を会場

として実施予定である旨情報提供があった。 

④医学部錦祭の開催について 

医学部長から，11月4日(金)から11月6日（日）までの3日間開催される医学部錦祭に

ついて，事前登録制，カラーリストバンドによる入場時間制限，収容人数の制限等によ

り十分な感染防止対策を講じた上，対面型式で開催することについて，資料に基づき報

告があった。 

⑤鳥取大学農学部創立百周年記念式典・講演会・祝賀会の開催について 

農学部長から，第101回感染症タスク・フォース（7/12）において9月下旬に感染状況

等を踏まえて最終的に実施の可否を判断し本会議で報告することとなっていた鳥取大学

農学部創立百周年記念式典・講演会の後に開催予定の祝賀会について，飲食は着座式と

し，お酌の禁止やテーブル上への飛沫防止パーテーション設置等，会場側と協力して感

染防止対策を十分に講じたうえ実施することについて報告があった。 

⑥学内感染者発生について 

各部局の感染者について資料に基づき報告があった。 

なお，附属病院長から病院の入院患者の感染状況について補足説明があった。 

 

◎第110回感染症タスク・フォース（令和４年９月２７日開催） 

①風紋祭の開催について 

教育担当理事及び学生部学生生活課長から，10月8日(土)から10月10日（月・祝）ま

での3日間開催される風紋祭について，第100回の本会議（R4.7.5開催）における報告の

とおり対面型式で実施することとし，鳥取県のガイドラインを参考に本学保健管理セン

ターにも相談したうえ感染対策（下記）を講ずること，風紋祭実行委員会から鳥取県に

イベント開催申出書及び感染防止安全計画を提出済みであること等について報告があっ

た。 

（感染対策の概要） 

 ・一日当たり3000人の入場制限を行う。 

 ・学生・職員は事前予約なく学生証・職員証で入構できるが，一般来場者（学生・職

員の家族を含む。）は風紋祭HP等掲載のフォームから事前予約が必要。 

 ・入場受付（正門前）でリストバンドを交付し，リストバンドを装着している者に限

り模擬店での購入，体育館の入場等が可能。入場受付場所（正門前）以外で入構可

能な場所には入場受付を促す看板を立てるとともに，実行委員が巡回しリストバン

ドを装着していない者に対して声かけを行う。 

 ・ゲストライブは完全予約制とし，入場者を把握する。 

 

  また，11月5日(土)及び11月6日(日)の2日間開催予定の医学部の錦祭の感染対策等につ
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いて，医学部長から以下のとおり報告があった。 

  （感染対策等の概要） 

   ・実行委員（3年生）が感染状況に応じて4パターンの開催方法（①対面開催，②一般

来場者なし，③模擬店なし，④オンライン開催）を計画しているが，現在のところ

①対面開催で開催予定。 

   ・1日当たりの700人の入場制限を行う。 

   ・学生以外は事前登録（LINE，メール，電話）を行う。 

   ・例年目玉となっているお笑い芸人のイベントは行わない。 

   ・模擬店は例年の半分程度の21店とし，テントで飲食スペースを作り使用時間は20分

に限定する。 

   ・受付でカラーリストバンドを配布し，当日は会場内に色ごとの入退場時間を告知す

るポスター 掲示する。再入場は入場してから3時間以内に限定。入場口，退場口

はそれぞれ1箇所とし人の流れを一方向とする。 

    

②鳥取県新型コロナウイルスワクチン接種体制協議会（第17回）について 

学長から，9月22日(金)に開催された鳥取県新型コロナウイルスワクチン接種体制協

議会（第17回）（学長出席）について，以下のとおり報告があった。 

   ・特措法第24条第9項による要請の期間が10月14日(金)まで延長 

   ・本県の2価ワクチンの接種が9月24日(土)から開始し，県全体で1日5000回を目標と

した接種体制を整備予定。 

・全国知事会から国に対し接種期間の短縮（5か月→3か月）を強く要望しており，

11月頃から接種期間が3か月に短縮される可能性がある旨平井鳥取県知事から発言

があった。 

   ・本学の職域接種については，実施する方向で検討中である旨文部科学省に回答済

みであり，県と協力しできる限り早急に学生・教職員が接種できる体制を作ってい

きたい旨発言を行った。 

・鳥取環境大学及び鳥取短期大学・鳥取看護大学から，ワクチンバスの大学への派

遣について県と調整済みである旨発言があった。本学もワクチンバスの派遣等に

ついて県と調整のうえ接種体制を整備する必要がある。 

③学内感染者発生について 

各部局の感染者について資料に基づき報告があった。 

なお，附属病院長から病院の入院患者の感染状況について補足説明があった。 

 

◎第109回感染症タスク・フォース（令和４年９月１３日開催） 

①米子地区における新型コロナワクチン追加接種（４回目）の実績について 

米子地区事務部総務課長から，８月１８日から８月３１日までの平日に計１０日間実

施した米子地区における新型コロナワクチン追加接種（４回目）の実績について報告が

あった。 

②学内感染者発生について 

各部局の感染者について資料に基づき報告があった。 

なお，附属病院長から病院の入院患者の感染状況について補足説明の後，工学部長か

ら健常な若者の重症化リスクは低いようであるが，附属病院の入院患者に若者はおられ

ないかとの質問があり，附属病院長から，附属病院の入院患者に若者はほとんどいない

が，若者の中には全身倦怠感などの後遺症で苦しんでいる方もいるので，学生にはこの

ことを知っていただき，罹患防止，軽症化のためにも積極的にワクチン接種をした方が
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よい旨説明があった。 

③定例報告の徹底について 

監事から，海外渡航，イベント開催等の定例報告事項をGoogleドライブにより共有す

ることとなり簡素化されたが，感染症タスク・フォースに報告されていないイベントが

あるようなので，報告の徹底を図るべきである旨意見があった。 

 

◎第108回感染症タスク・フォース（令和４年９月６日開催） 

①「オミクロン株対応ワクチン」を用いた職域接種の実施について 

文部科学省から協力依頼があった「オミクロン株対応ワクチン」を用いた職域接種の

実施意向に関するアンケートについて，専門家である景山教授及び千酌教授の意見を踏

まえ検討の結果，実施する意向を回答することを了承した。 

また，学内のニーズを把握するため学生を中心にアンケート調査を実施し，実施規模

を検討することとした。 

②鳥取地区における令和４年度後期授業の実施方法について 

教育担当理事から，鳥取地区における令和４年度後期授業の実施方法について，鳥取

地区３学部の副学部長と協議の結果，鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のため

の行動指針のとおり対面授業を中心に行うこととし，学生及び教職員へ通知する旨報告

があった。 

③学内感染者発生について 

各部局の感染者について資料に基づき報告があった。 

なお，附属病院長から入院患者の感染状況について補足説明があった。 

④定例報告事項のGoogleドライブによる共有について 

学長から，定例報告事項のGoogleドライブによる共有について，今後は①海外渡航及

び②イベント開催に係る１週間分の報告書をGoogleドライブにアップロードしたことを

毎週金曜日の午後に構成員及び関係者にメール通知するので，ご意見，質問等がある場

合は，直近の感染症タスク・フォースにおいてご発言いただきたい旨説明があった。 

⑤感染者の自宅療養期間の短縮について 

総務担当理事から，政府が感染者の自宅療養期間を有症状の場合１０日から７日に，

無症状の場合７日から５日に短縮する方針を本日にも関係閣僚と協議し決定予定である

との報道があったが，鳥取大学における新型コロナウイルス対応においては保健所等の

指示に従い対応することとなっているため，自動的に政府が示す取扱いとなるが問題な

いかとの発議があり，専門家である千酌教授の意見を踏まえ検討の結果，病院について

はより慎重な取扱いとすべき場合もありうるが，基本的には政府の方針に従うこととし，

了承した。 

 

◎第107回感染症タスク・フォース（令和４年８月３０日開催） 

①学生の海外渡航について（許可対象プログラム以外） 

工学研究科学生１名（ドイツ：博士課程における研究成果の国際会議での発表）及び

持続性社会創生科学研究科工学専攻学生１名（スペイン：JST-CREST研究実施のため）

の海外渡航について，資料に基づき渡航先情報，渡航理由等の説明があり，了承した。 

②定例報告事項のGoogleドライブによる共有について 

事務局から，今後海外渡航，イベント開催等の増加が見込まれるため，定例の報告事

項（①海外渡航，②イベント開催，③学内感染者数）をGoogleドライブで感染症タス

ク・フォース構成員及び関係者で共有することにより，本会議での報告に代え，会議の

効率化を図ることとしたい旨提案があり，検討の結果，原案のとおり了承した。 
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③罹患者等報告方法の簡略化について 

事務局から，罹患者等の増加に伴い，全学的に報告業務量が増大し，通常業務に支障

をきたす状況となっているため，Googleフォーム等による報告も可能とし，報告業務の

効率化を図ることについて提案があり，検討の結果，原案のとおり了承した。 

④イベント開催報告について  

地域学部「おととからだであそぼう即興音楽とダンスのワークショップ」，農学部

「隠岐郡西ノ島町における海岸地形調査実習」外１件及び附属学校部イベント７件

（運動会，募集説明会等）について，感染防止対策を十分にとったうえ実施する旨報

告があった。 

⑤学内感染者発生について 

各部局の感染者について資料に基づき報告があった。 

なお，附属病院長から病院の職員，入院患者等の，医学部長及び地域学部長から学生

の感染状況について補足説明があった。 

 

◎第106回感染症タスク・フォース（令和４年８月２３日開催） 

①イベント開催報告について  

地域学部の文化庁 令和4 年度大学における文化芸術推進事業に採択された「社会的

包摂を具現化させるアートマネジメント人材育成事業」に係る講座３件並びに医学部

の「JST CREST「ゲノム合成」 サイトビジット」，「鳥取東高等学校 自然科学実験セ

ミナー」，「医学部公開講座「今こそ絶対に知ってほしい！感染症のすべて」」及び

「令和４年度「課題探究基礎」鳥取大学国内研修」について，感染防止対策を十分に

とったうえ実施する旨報告があった。 

②学内感染者発生について 

各部局の感染者について資料に基づき報告があった。 

なお，附属病院長から病院の職員，入院患者等の感染状況について補足説明があった。 

 

◎第105回感染症タスク・フォース（令和４年８月９日開催） 

①教職員の海外渡航について（感染症危険情報レベル３） 

農学部教員１名（エチオピア：私事（外国人教員の一時帰国））の海外渡航について，

資料に基づき渡航先情報，渡航理由，予定どおり帰国できない場合の措置等の説明があ

り，了承した。 

②米子地区における新型コロナワクチン追加接種（４回目）について 

米子地区において，８月１８日(木)から８月３１日(水)までの平日の１０日間，教職

員・学生等（約1,710 人）を対象とした新型コロナワクチン追加接種（４回目）を実施

することについて，資料に基づき報告があった。 

③イベント開催報告について 

地域学部「日南小学校サマースクール(日南町教育委員会主催)」及び農学部「第１３

回日本動物超音波技術研究会鳥取大会」について，感染防止対策を十分にとったうえ実

施する旨報告があった。 

なお，地域学部の日南小学校サマースクールについて，①開催場所に附属図書館が含

まれているところ，現在附属学校部の生徒・児童には入館を遠慮いただいている状況で

あるが，附属図書館と調整がなされているか及び②８月４日から西部地区に「特別警報」

が発令されており，西部地区県立学校は学校行事が制限される中，西部地区に所在する

日南小学校が当該イベントを行うことについて日南町と調整がなされているかとの質問

があり，附属図書館での実施は代替案も含め検討するとともに担当教員を通じて日南町
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に確認することとした。 

④学内感染者発生について 

各部局の感染者について資料に基づき報告があった。 

なお，附属病院長から病院の職員，入院患者等の感染状況について補足説明があった。 

 

◎第104回感染症タスク・フォース（令和４年８月２日開催） 

①私事渡航の手続の変更について 

私事渡航の手続の変更について前回の感染症タスク・フォース（以下「TF」という。）

において提案があり，構成員等から寄せられた意見を反映した通知案並びに当該変更の

内容及び「水際対策強化に係る新たな措置（30）」の内容を反映した「鳥取大学におけ

る新型コロナウイルス対応」（以下「新型コロナウイルス対応」という。）の一部改正

案について，資料に基づき検討し，原案のとおり了承した。 

なお，本件に関連して地域学部長から，学生より感染症危険情報レベル３の国（アフ

リカ）への私事渡航（民間団体主催のプログラムへの参加）の申請があったが，単独に

よる渡航の安全を確認することができないため，学部としては許可できない方向で検討

している旨説明があり，了承された。ただし，それでも海外に渡航する場合は必ず本人

より届出をする旨が確認された。 

また，本変更を受け，部局長の判断に従わなかった場合のペナルティ及び許可を受け

渡航した場合の配慮，国内で感染した者との均衡，新型コロナウイルス対応において不

要不急の渡航の自粛を要請している感染症危険情報レベル１の国・地域への渡航の緩和

等を検討することについて意見があった。 

さらに，文部科学省高等教育局高等教育企画課から発出された「感染拡大に対応する

都道府県への支援等及び医療機関・保健所からの証明書等の取得に対する配慮について

（周知）」（令和4年8月1日付け事務連絡）に対応するため，新型コロナウイルス対応

中，感染者となった学生が出席停止の解除を行うに当たり，原則として，本学が指定す

る所定の書類（治癒証明書）の提出を求めることしている取扱いを改めることの検討に

ついて意見があった。 

②抗原定性キットの運用について 

保健管理センター所長から，第８０回感染症タスク・フォース（R4.2.1開催）で了承

された「鳥取地区教職員 抗原定性キット運用」について，検査対象を「係長以上に該

当する」教職員に限定していたところ，当該表記を削りその範囲を拡大することその他

所要の整備を図る改訂案の説明があり，検討の結果，原案のとおり了承した。 

③教職員・学生の海外渡航について（感染症危険情報レベル３） 

乾燥地研究センター・国際乾燥地研究教育機構教員４名及び連合農学研究科学生３名

の計７名（エチオピア：SATREPSプロジェクトに係る研究活動）の海外渡航について，

資料に基づき渡航先情報，渡航理由等の説明があり，了承した。 

④学生の海外渡航について（私事渡航） 

医学系研究科学生１名（韓国：私事（留学生の一時帰国））の海外渡航について，資

料に基づき渡航先情報，渡航理由等の説明があり，了承した。 

⑤【注意喚起】新型コロナウイルス感染拡大の防止について 

県内の新規感染者数が過去最多を更新するなど感染者数が急拡大している状況におい

て，鳥取県が特措法第２４条第９項による感染防止特別要請及び各市町村長による感染

急拡大緊急共同メッセージを県民に向けて発出していることを受け，夏期休暇を前に，

同協力要請等に係る資料を含む鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部（R4.7.27）

資料（一部抜粋）を添付の上，学生・教職員に対して感染防止対策の徹底を要請する文
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書を発出する旨提案があり，了承した。 

⑥教職員・学生の海外渡航について（感染症危険情報レベル２） 

農学部教員１名，国際乾燥地研究教育機構職員１名，連合農学研究科学生１名及び

持続性社会創生科学研究科学生５名の計８名（モロッコ：海外実践演習（E））の海外

渡航について，資料に基づき報告があった。 

⑦学生の海外渡航について（許可対象プログラム・感染症危険情報レベル２） 

トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラムによるメキシコ派遣学生１名（工学専攻）

及び交換留学による台湾・国立高雄師範大学派遣学生５名（地域学専攻１名，地域学

部４名）の海外渡航について，資料に基づき報告があった。 

⑧イベント開催報告について  

医学部「令和４年度 医学生サマーセミナーin 鳥取（地域医療体験研修）」外１件

及び国際交流センターの学生向けイベント４件について，感染防止対策を十分にとっ

たうえ実施する旨報告があった。 

⑨学内感染者発生について 

各部局の感染者について資料に基づき報告があった。 

なお，附属病院長から病院の職員，入院患者等の感染状況，附属学校部長から園児・

児童・生徒の感染状況について補足説明があった。 

 

◎第103回感染症タスク・フォース（令和４年７月２６日開催） 

①「新型コロナウイルス感染症に係る職員の就業上の取扱い」及び「鳥取大学におけ

る新型コロナウイルス対応等」の一部改正について 

学生又は教職員が濃厚接触者となった場合の取扱いについて，政府及び鳥取県の方針

に鑑み，感染者と最後に濃厚接触した日からの出席停止又は自宅待機期間を「７日間」

から「５日間」に短縮することとした。 

②私事渡航の手続の変更について 

政府の水際対策強化に係る新たな措置による緩和を受け私事渡航の増加が想定される

ことを考慮し教職員及び学生の私事渡航の手続を変更することについて，資料に基づき

説明の後検討し，引き続き７月28日(木)まで意見を受け付け，次回の感染症タスク・フ

ォースにおいてこれらの意見を反映した案を検討することとなった。 

③学生の海外渡航について 

地域学部学生１名（カナダ：私事（私費留学））の海外渡航について，資料に基づき

渡航先情報，渡航理由等の説明があり，了承した。 

④教職員の海外渡航について（感染症危険情報レベル２） 

附属学校部教員（インドネシア：私事）の海外渡航について，資料に基づき報告が

あった。 

⑤イベント開催報告について  

農学部「トウモロコシを通じた「親と子」の食育プロブラム」及び「植物菌類に関

する共同演習（台湾東海大学との共同演習）」について，感染防止対策を十分にとっ

たうえ実施する旨報告があった。 

⑥学内感染者発生について 

各部局の感染者について資料に基づき報告があった。 

なお，附属病院長から病院の職員，入院患者等の感染状況，附属学校部長から中学生

の部活動を県教委，各競技の連盟等の感染対策ルールに則って行っていること及び医学

部長から西医体（西日本医科学生総合体育大会）が中止になったことについて補足説明

があった。 
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◎第102回感染症タスク・フォース（令和４年７月１９日開催） 

①学生の海外渡航について 

医学系研究科学生２名（バングラデシュ１名・フィリピン１名：私事（留学生の一時

帰国））及び医学部学生１名（アメリカ：私事（私費留学））の海外渡航について，資

料に基づき渡航先情報，渡航理由等の説明があり，了承した。 

②イベント開催報告について  

地域学部「おととからだであそぼう ワークショップ等」，医学部「第54回医学部錦

祭」，農学部「戦略的スマート農業技術等の開発・改良事業 推進会議等」及び入学セ

ンター「大学進学研修プログラム」について，感染防止対策を十分にとったうえ実施

する旨報告があった。 

「第54回医学部錦祭」について，医学部長から，風紋祭と同様に対面型式での開催

を予定しており，来場者の事前登録，入場制限，所定のスペースのみで飲食可とする

こと等感染症対策を徹底した上実施すること及び感染状況が悪化した場合の代替案の

説明があった。 

③学内感染者発生について 

各部局の感染者について資料に基づき報告があり，附属病院長から病院の職員，入

院患者等の感染状況の補足説明及び職員に家族以外との会食を避けるようメッセージ

を出していることについて，附属学校部長から附属小学校の感染状況について補足説

明があった。 

なお，工学部長から，サークルにおける感染が拡大しているため，サークル活動に関

して注意喚起していただきたいとの意見があり，医学部長から米子地区において活動制

限レベルを１段階上げ，練習時間，対外試合の制限等を行っていること，学生部長から

鳥取地区においてサークルの部長を通じて感染者が多数出ている地域での活動を慎重に

検討すること，基本的な感染対策を徹底した上活動を行うこと等について注意喚起を行

った旨説明があった。 

また，地域学部長から，感染が拡大している状況下での定期テストの実施方法につい

て質問があり，感染対策を徹底した上，定期テスト及び授業を通常どおり実施する方向

で進めることを確認した。 

 

◎第101回感染症タスク・フォース（令和４年７月１２日開催） 

①教職員の海外渡航について（感染症危険情報レベル３） 

地域学部教員２名（ガーナ：科研費課題に関する現地調査，マラウイ：SATREPSプロ

ジェクトの現地調査）の海外渡航について，資料に基づき渡航の必要性，渡航先の状

況，安全対策等の説明があり，了承した。 

②学生の海外渡航について 

地域学部学生１名（マレーシア：私事（留学生の一時帰国））の海外渡航について，

資料に基づき渡航の必要性，渡航先の状況等の説明があり，了承した。 

③【注意喚起】新型コロナウイルス感染拡大の防止について 

感染力の強い変異株への置き換わりが進み全国的に感染者が急増し，鳥取県が「特

措法第２４条第９項による「BA.５・第７波特別対策プロジェクト」への協力要請」を

県民に向けて発出していることを受け，同協力要請に係る資料を含む鳥取県新型コロ

ナウイルス感染症対策本部（R4.7.7）資料（一部抜粋）及び保健管理センターが作成

した資料を添付の上，学生・教職員に対して感染防止対策の徹底を要請する文書を発

出する旨提案があり，了承した。 
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④教職員の海外渡航について（感染症危険情報レベル２） 

地域学部教員（スイス：学会参加）の海外渡航について，資料に基づき報告があっ

た。 

⑤イベント開催報告について  

地域学部「キャンパスで「環境」を学ぼう！」，工学部「機械物理系学科 研究室

早期配属対象者向け研究室公開」外１件及び農学部「鳥取大学農学部創立百周年記念

式典・講演会・祝賀会」について，感染防止対策を十分にとったうえ実施する旨報告

があった。 

なお，「鳥取大学農学部創立百周年記念式典・講演会・祝賀会」のうち，飲食を伴

う祝賀会については，９月下旬に感染状況等を踏まえて最終的に実施の可否を判断す

ることとし，実施する場合は再度本タスク・フォースで報告する旨霜村農学部長から

説明があった。 

⑥学内感染者発生について 

各部局の感染者について，資料に基づき報告があった。 

また，医学部長から，海外渡航中に教員が感染し帰国できない場合に，当該教員の代

理者を立てるなどの教育の継続性の確保，帰国後鳥取・米子に戻ってきてからの対応

（帰国前後のPCR検査に加えて米子に戻ってきてからもPCR検査を行い再度陰性の場合に

勤務可とした医学部の例を紹介）等が今後の課題となる旨意見があった。 

さらに工学部長から，海外渡航に係る感染状況等について情報提供があり，これを受

け医学部長から海外旅行保険の加入の重要性及び感染者となりしばらく帰国できないこ

とを想定し教育に係る代替措置を確保しておくことを海外渡航の注意事項として盛り込

むことについて意見があった。 

 

◎第100回感染症タスク・フォース（令和４年７月５日開催） 

①学生の海外渡航について 

地域学部学生１名（アメリカ：私費留学）の海外渡航について，資料に基づき渡航の

必要性，渡航先の状況，安全対策等の説明があり，了承した。 

②教職員の海外渡航について  

乾燥地研究センター教員２名（モンゴル：科研費課題に関する現地調査）の海外渡航

について，資料に基づき報告があった。 

③イベント開催報告について  

教育担当理事から「風紋祭」について今年度はできる限り対面型式で開催する予定

である旨報告があり，医学部長から「錦祭」も同様に対面型式で開催予定である旨補

足説明があった。 

その他地域学部，工学部，農学部，入学センターから各1件のイベントについて，感

染防止対策を十分にとったうえ実施する旨報告があった。 

また，副統括技術長から「中国四国地区国立大学法人等技術職員研修及びマネジメ

ント研究会」について，第92回感染症タスク・フォース（R4.4.26）において参加規模

の縮小を検討すべきとの意見があったことを受け，再検討の結果，一部をオンライン

会議とし，対面参加の人数を縮小し開催することとした旨報告があった。 

④新型コロナワクチン追加接種(３回目)の接種状況について 

保健管理センター所長から，鳥取地区の新型コロナワクチン追加接種(3回目)の接種

状況について，第1部・第2部（臨時接種を含む）合計1,138名が接種し，全てのバイア

ルを使い切った旨報告があった。 
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⑤学内感染者発生について 

各部局の感染者について，資料に基づき報告があった。 

  ⑥私事渡航の取扱いの検討について 

  総務担当理事から，今後学生・教職員の私事渡航が増加することが想定されることか

ら，本会議において相談させていただく旨発言があった。 
  

◎第９９回感染症タスク・フォース（令和４年６月２８日開催） 

①鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針の改正および学生課外活

動指針(鳥取地区)の変更について 

「鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針」の「学生の課外活動」

のレベルを２（制限（小））から１（一部制限）に引き下げること並びに「〔鳥取大学

鳥取地区〕新型コロナウイルス感染症拡大防止のための「学生課外活動指針」」の「会

食」のレベル1における人数制限（10人程度まで）を廃止するほか，「通常の課外活動」

及び「県外移動」についても内容を改めた上，全項目についてレベルを引き下げること

について提案があり，検討の結果，了承した。 

また，医学部長から，全学の「会食」の制限が緩和されたことを受け，現在米子地区

において夜間の飲食関係のアルバイトの自粛を学生に要請しているところ，当該制限の

緩和の可否等について質疑があり，検討の結果，米子地区における判断を優先すること

となった。 

②イベント開催報告について  

工学部「工学部説明会」他１件のイベントについて，感染防止対策を十分にとった

うえ実施する旨報告があった。 

③学内感染者発生について 

各部局の感染者について，資料に基づき報告があった。 

④附属図書館の利用時間・収容人員の緩和等の検討について 

   本年は例年より梅雨明けが早く猛暑も予想される中電気料金が値上げされること，対

面授業が前年に比べ増加すること等により，学生の附属図書館における自習の要望が高

まることが想定されるところ，経済的支援の観点から，附属図書館の利用時間の制限，

収容人員の緩和等により，柔軟に対応できるよう検討が必要である旨意見があった。 

 

◎第９８回感染症タスク・フォース（令和４年６月２１日開催） 

①海外渡航の許可対象及び手続きの緩和等について 

学生・教職員の海外渡航の許可対象及び手続きの緩和に係る「鳥取大学における新

型コロナウイルス対応」並びに海外渡航申請書等の改正案について説明があり，検討

の結果了承した。 

②教職員の海外渡航について 

医学部教員（モンゴル：共同研究等／タイ：共同研究等），地域学部教員（ベトナ

ム：共同研究等／オーストラリア：学会発表等）及び乾燥地研究センター教員（モン

ゴル：共同研究等／トルコ：共同研究等）の海外渡航について，資料に基づき報告が

あった。 

③イベント開催報告について  

地域学部「表現あそび 夏をたのしもう」他２件，乾燥地研究センター「一般公開」，

国際交流センター「鳥取大学エクステンション＆アウトリーチ事業 国際理解教室」他

１件， 地域価値創造研究教育機構「八頭高等学校２年翠陵探究鳥取大学合同ミーティ

ング」，附属学校部「令和４年度 教育研究大会（公開研究会）」他１件，農学部
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「公衆衛生学実習(学生移動型)」のイベントについて，感染防止対策を十分にとった

うえ実施する旨報告があった。 

④学内感染者発生について 

各部局の感染者について，資料に基づき報告があった。 

 

◎第９７回感染症タスク・フォース（令和４年６月１４日開催） 

①感染予防対策における「マスク着用」について 

事務局から，前回のタスク・フォースにて意見を募ることとしていた感染予防対策

における「マスク着用」のメッセージについて，事務局へ寄せられた意見を反映した

案について説明があり，検討の結果了承した。 

また，附属学校部のマスク着用ルールについて補足説明があった。 

②附属図書館におけるマスク着用ルール変更について 

附属図書館中央図書館及び医学図書館におけるマスク着用ルールの変更案について

資料に基づき説明があり，検討の結果了承した。 

③教職員の海外渡航について 

乾燥地研究センター教員（ナイジェリア：私事）の海外渡航について，資料に基づき

説明があり，検討の結果了承した。 

④学生の海外渡航について 

持続性社会創成科学研究科工学専攻の学生（スーダン：私事）の海外渡航について，

資料に基づき説明があり，了承した。引き続き第95回タスク・フォースにてひとまず了

承していた持続性社会創成科学研究科工学専攻の学生３名(スペイン：学会発表)につい

て資料に基づき改めて説明があり，検討の結果了承した。 

⑤教職員の海外渡航について 

地域学部教員（スペイン：共同研究等）及び工学部教員（スペイン：学会発表等／

スペイン，アメリカ：学会発表等／フランス：学会発表等）の海外渡航について，資

料に基づき報告があった。 

⑥新型コロナワクチン追加接種(3回目)の接種状況について 

鳥取地区及び米子地区における新型コロナワクチン追加接種(3回目)の接種状況につ

いて報告があった。 

⑦感染予防対策における啓発ポスター等について 

保健管理センター所長から本学の「マスク着用」のメッセージの内容に応じた感染予

防対策の啓発ポスターを作成した旨報告があった。 

⑧イベント開催報告について 

医学部「米子市小学校教育研究会とのイベントの共同開催」，工学部「GSC セミナー

兼高分子研究会」他３件のイベントについて，感染防止対策を十分にとったうえ実施す

る旨報告があった。 

⑨学内感染者発生について 

各部局の感染者について，資料に基づき報告があった。 

 

◎第９６回感染症タスク・フォース（令和４年６月７日開催） 

①感染予防対策における「マスク着用」について 

前回のタスク・フォースで検討することとしていた，感染予防対策における「マス

ク着用」のメッセージについて検討案の説明があり，意見があれば総務企画課まで申

し出ることとし，次回会議で改めて検討することとした。 

また，「マスク着用」以外の本学が学生・教職員に対して要請している感染予防対
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策等について整理し，妥当性等を精査することとした。 

②教職員の海外渡航について 

国際乾燥地研究教育機構教員（ウズベキスタン：共同研究等），乾燥地研究センタ

ー教員（ウズベキスタン：共同研究等）及び農学部教員2名（ウズベキスタン：共同研

究等／イタリア：学会発表等）の海外渡航について，資料に基づき報告があった。 

③新型コロナワクチン追加接種(3回目)における鳥取地区の接種状況について 

鳥取地区の新型コロナワクチン追加接種(3回目)の接種状況について報告があった。 

④学内感染者発生について 

各部局の感染者について，資料に基づき報告があった。 

 

◎第９５回感染症タスク・フォース（令和４年５月３１日開催） 

①令和４年６月適用の「水際対策強化に係る新たな措置」による一部の国・地域からの

入国者に対する入国時検査及び自宅等待機の免除等について 

「水際対策強化に係る新たな措置」の改訂を受けた「鳥取大学における新型コロナ

ウイルス対応」及び「海外からの帰国・入国時における待機期間等について」の改訂

について提案があり，検討の結果，原案のとおり了承した。 

併せて，学生の海外派遣の手続の見直しについて次回以降のタスク・フォースで検

討することとした。 

また，学会発表に伴う教員及び学生の海外渡航(スペイン)について審議依頼があり，

検討の結果ひとまず了承し，次回以降のタスク・フォースに資料提出のうえ，報告す

ることとした。 

②附属図書館中央図書館におけるマスク着用ルール変更について 

附属図書館中央図書館において政府の指針等に基づいてマスク着用ルールを変更する

ことについて説明があった。併せて附属学校園のマスク着用について検討状況の報告が

あった。 

また，マスク着用を希望する学生へ配慮の必要がある旨の意見，個別の場面ごとにマ

スク着用ルールの案内をすると学生が混乱するという意見等があり，検討の結果，全学

のマスク着用の場面を整理のうえ，本学におけるマスク着用についてのメッセージを作

成することとし，次回以降のタスク・フォースで検討することとした。 

③教職員の海外渡航について 

地域学部教員（スペイン：学会発表等）の海外渡航について，資料に基づき報告が

あった。 

④イベント開催報告について 

地域学部「レクチャーパフォーマンス「踊ル？宇宙の旅」」その他２件，農学部「大

学教育導入演習A」，附属学校部「旅の学校（修学旅行）」等のイベントについて，感

染防止対策を十分にとったうえ実施する旨報告があった。 

⑤学内感染者発生について 

各部局の感染者について，資料に基づき報告があった。 

 

◎第９４回感染症タスク・フォース（令和４年５月２４日開催） 

①令和４年度における授業等の実施方針および鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防

止のための行動指針の改正について 

鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針の「授業(講義・演習・

実習)」の行動制限レベル１の内容について，講義室の収容率の要件に係る記述を削り，

緩和する旨の改訂について提案があり，検討の結果，原案のとおり了承した。 
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また，令和４年度における授業等の実施方針についても，収容定員の要件を緩和す

る等の改訂について提案があり，検討の結果，原案のとおり了承した。 

②学生の海外渡航について 

学生２名(インドネシア１名，モンゴル１名)の海外渡航について資料に基づいて渡航

の必要性，渡航先の状況，安全対策等について説明及び提案があり，了承した。 

③教職員の海外渡航について 

農学部教員（モンゴル：科研費課題に関する現地調査），農学部教員（ポーラン

ド：研究発表，スペイン：共同研究），地域学部教員（タイ：私事），及び乾燥地研

究センター教員（ウズベキスタン：共同研究）の海外渡航について，資料に基づき報

告があった。 

④抗原検査の報告について 

ゴールデンウィーク前に実施した抗原検査について検査人数及びその内訳について報

告があった。 

⑤イベント開催報告について 

農学部「第１６回FSCあぐりスクール第３回」その他１件のイベントについて，感染

防止対策を十分にとったうえ実施する旨報告があった。 

⑥学内感染者発生について 

各部局の感染者について，資料に基づき報告があった。 

 

◎第９３回感染症タスク・フォース（令和４年５月１７日開催） 

①鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針の一部変更（案）につい

て 

鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針の「学内会議」の各行

動制限レベルの内容の改訂について提案があり，検討の結果，原案のとおり了承し，

行動制限レベルをレベル２（制限（中））に引き下げることとした。 

なお，感染症の状況にかかわらず，利便性及び効率的な運営の面から，オンライン

会議の実施は継続すべきであり，当該会議のあり方について整理する必要がある旨，

並びに対面会議においては，先月改正された鳥取県のイベントガイドライン（人と人

との距離は，屋内で大声なしの場合は触れ合わない程度 等）を参考のうえ実施すべき

との意見があった。 

②令和４年度備蓄品（マスク）の購入計画について 

前回のタスク・フォースにおいて継続して検討することとなった令和４年度備蓄品

（マスク）の購入計画について，令和4年度は42,500枚備蓄することとし，新たに大人

用16,000枚，子供用2,100枚，高機能マスク100枚を購入することとした。 

③教職員の海外渡航について 

地域学部教員（ベトナム：受託研究に係る現地調査）及び医学部附属病院教員（米

国：学会発表）の海外渡航について，資料に基づき報告があった。 

④新型コロナワクチン追加接種(3回目)における鳥取地区の接種状況と計画(案)の変更

について 

鳥取地区新型コロナワクチン追加接種(3回目)において，当初1バイアル15回接種×90

バイアル＝1,350回で予定していたところ，医学部附属病院の取扱いに倣い，1バイアル

18回接種とし1,620回（18回接種×90バイアル）に計画を変更する旨説明があった。 

さらに，第1部（5/12(木)～5/16(月)）において1割程度キャンセルがありバイアルが

余る予定であるため，保健管理センターで臨時接種を実施すること，及び第2部

（6/4(土)～6/6(月)）の予約者数が少ないため，会場および運営スタッフを模縮小のう
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え実施予定である旨報告があった。 

⑤イベント開催報告について 

農学部「里山フィールド演習」その他5件のイベントについて，感染防止対策を十分

にとったうえ実施する旨報告があった。 

なお，感染防止のため会場の収容率を50％程度で計画しているものについて，先月改

正し要件が緩和された鳥取県のイベントガイドライン等を参考に柔軟に対策の見直しを

検討すべきとの意見があった。 

⑥学内感染者発生について 

各部局の感染者について，資料に基づき報告があった。 

 

◎第９２回感染症タスク・フォース（令和４年４月２６日開催） 

①教職員の海外渡航の手続きについて 

教職員の海外渡航の手続きについて，前回のタスク・フォースにて了承された案か

ら，感染症危険情報レベル３の国・地域への渡航の可否をタスク・フォースの判断を

受けて部局長が許可する取扱いに改めること及び同一目的・同一行程の渡航者が複数

の部局にまたがる場合に代表者が所属する部局がタスク・フォースへ報告する取扱い

を改めることに加えて，学生の海外渡航に関する取扱いを追記することとした。 

また，帰国後の待機期間等について，政府の原則とオミクロン株が支配的となって

いる国・地域からの帰国の場合について学内の流れを確認した。 

②教職員の海外渡航について 

国際乾燥地研究教育機構及び乾燥地研究センターの教職員のエチオピア（SATREPSプ

ロジェクトにかかる研究活動）への海外渡航について基づき説明があり，検討の結果，

了承した。 

③令和４年度備蓄品（マスク，アルコール消毒剤）の購入計画について 

令和４年度備蓄品（マスク，アルコール消毒剤）の購入計画について説明があり，検

討の結果，アルコール消毒剤については了承され，マスクの購入量については備蓄量や

種別，使用目的などを整理することとした。 

④鳥取地区におけるゴールデンウィークにかかる授業の実施方法について 

ゴールデンウィーク中の平日である5月2日，6日及び5月9日の週に授業をオンデマン

ドで実施することについて学生・教職員へ通知した旨報告があった。 

⑤イベント開催報告について 

「鳥取大学―ダイキン包括連携 第１回協創サロン（ハイブリッド）」，「中国四国

地区国立大学法人等技術職員研修及びマネジメント研究会」の各イベントについて，感

染防止対策を十分にとったうえで実施する旨報告があった。 

なお，「中国四国地区国立大学法人等技術職員研修及びマネジメント研究会」につい

て，参加人数が多数となるためハイブリット方式での開催を検討すべきという意見があ

った。 

⑥学内感染者発生について 

各部局の感染者について，資料に基づき報告があった。 

 

◎第９１回感染症タスク・フォース（令和４年４月１９日開催） 

①教職員の海外渡航の手続きについて 

現在原則として禁止している海外渡航について，外務省の感染症危険情報レベル３

以上の国・地域への渡航は引き続き原則禁止とし，レベル２以下の国・地域への渡航
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は必要かつ急を要する渡航は部局長が渡航の可否を判断し感染症タスク・フォースに

報告する取扱いに改めることとした。 

②教職員の海外渡航について 

国際乾燥地研究教育機構及び乾燥地研究センターの教職員のコートジボワール（日

本政府代表として国際会議に参加），ポーランド（当該国内の大学にて視察・情報交

換・研究教育連携の打合せ）及びオーストリア（国際会議へ参加・研究打合せ）への

海外渡航について資料に基づき説明があり，検討の結果，了承した。 

③イベント開催報告について 

「鳥取大学医学部保健学科 専門職への助産学公開セミナー」，「令和4年度附属中学

校修学旅行」及び「TORIDSI EDGE 宇宙×科学×社会」の各イベントについて，感染防

止対策を十分にとったうえで実施する旨報告があった。 

④学内感染者発生について 

各部局の感染者について，資料に基づき報告があった。 

なお，ゴールデンウィーク中の平日である5月2日，6日及び5月9日の週に授業をオン

デマンドで実施することについて，鳥取地区3学部と協議のうえ今週中に方向性を定め

て学生・教職員へ通知する予定であり，来週の感染症タスク・フォースで報告する旨説

明があった。 

⑤新型コロナワクチン接種の予約状況について(鳥取キャンパス) 

事務局から，新型コロナワクチン追加職域接種（3回目）の予約状況について，4月

18日時点で最小接種計画の1,350回分に対して50%弱の達成率である旨の報告とともに，

学生への周知の協力について依頼があった。 

 

◎第９０回感染症タスク・フォース（令和４年４月１２日開催） 

①鳥取大学における学内無料抗原定性検査実施について 

前回のタスク・フォースにて検討を進めることとしていた本学における学内無料抗

原定性検査実施について，鳥取県庁への確認の結果，補助を受けるためには４月中に

実施する必要があること，学生以外の希望者等が受検可能であること等の報告があっ

た。 

また，事務局での検討の結果，４月２６日～２８日に広報センターにおいて最大 

１，２００人規模で実施する案の説明があり，本案に基づいて引き続き検査業者等と

準備を進めることとした。 

②学生の海外派遣の一部再開について 

本学では学生の海外渡航を原則禁止としている中，令和３年１２月１４日以降，派遣

期間９ヶ月以上の海外留学支援制度又はトビタテ！留学JAPAN日本代表プログラムでの

留学に限って，感染症タスク・フォース会議での承認が得られれば，感染症危険情報レ

ベル２又は３の場合でも，学生の海外派遣を認めることとしているが，このたび他大学

と同様に留学期間が９ヶ月未満であっても所定の条件を満たす海外派遣プログラムにつ

いて海外派遣を認めるよう変更することとした。 

③学生の海外渡航について 

学生の海外渡航について資料に基づいて渡航の必要性や渡航先の状況や安全対策につ

いて説明及び提案があり，了承した。 

関連して，鳥取大学における新型コロナウイルス対応では教職員の海外渡航について

原則禁止としているが，他大学の状況を勘案しながら取扱いの変更について検討するこ

ととした。 
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④イベント開催報告について 

鳥取大学医学部市民公開講座について感染防止対策を十分にとったうえで開催する旨

報告があった。 

⑤学内感染者発生について 

各部局の感染者について，資料に基づき報告があった。 

 

◎第８９回感染症タスク・フォース（令和４年４月５日開催） 

①鳥取大学における学内無料抗原定性検査実施について 

「新型コロナ対策大学等新学期特別プログラム」として学生に対して学内で無料抗

原定性検査を実施することについて鳥取県庁から依頼があった旨報告があった。 

また，先行して実施している鳥取環境大学の事例紹介と本学案の説明があった。 

その後,鳥取県庁に確認するとともに引き続き検討することとした。 

②学外に対する本学施設の貸付について 

第８３回タスク・フォースで４月上旬に最終判断することとしていた令和５年度鳥取

県公立学校教員採用候補者選考試験第一次選考試験のため本年６月に本学共通教育棟を

貸し付ける件について，予定通り貸付けを行うこととした。 

③イベント開催報告について 

第16回FSCあぐりスクールについて感染防止対策を十分にとったうえで開催する旨報

告があった。 

④学内感染者発生について 

各部局の感染者について，資料に基づき報告があった。 

 

◎第８８回感染症タスク・フォース（令和４年３月２９日開催） 

①【注意喚起】新型コロナウイルス感染拡大の防止について 

 事務局から，鳥取県ではオミクロン株による感染が高止まりしている状況であり，依

然として「特措法第２４条第９項による感染防止対策徹底の要請」が県民に向けて発出

されていることを受け，学生・教職員に対して本通知を鳥取県が作成した資料を添付し

３月２９日のうちに発出することとした。 

加えて，学生の課外活動での会食については，鳥取キャンパス・米子キャンパスとも

に４人以内まで２時間以内の制限が継続していることを確認した。また，米子地区では

新歓活動についての取決めを周知予定である旨報告があった。 

②学内感染者発生について 

各部局の感染者について，資料に基づき報告があった。 

 

◎第８７回感染症タスク・フォース（令和４年３月２２日開催） 

①新型コロナワクチン追加接種(3回目)における鳥取地区の接種計画(案)と接種体制・

業務概要について 

 新型コロナワクチン追加接種(3回目)における鳥取地区の接種計画(案)について，学

生・教職員に対して実施したアンケート等に基づいて作成した接種計画(案)の説明およ

び接種体制・業務概要と前回からの変更点について説明があり，了承した。 

また，積極的疫学調査の対象となりPCR検査により陰性と判定された者のうち新型コ

ロナワクチン追加接種を希望する者への対応について，再度確認を行った。 
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②授業に係る行動指針レベルの変更について 

 「鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針」における「授業(講

義・演習・実習)」について前回タスク・フォースにて了承された制限内容で，４月１

日からレベル1に引き下げることとした。 

併せて，「令和４年度における授業等の実施方針」について，前回タスク・フォース

での検討を受けて修正を行った旨報告があった。 

③学内感染者発生について 

 各部局の感染者について，資料に基づき報告があった。 

 

 

◎第８６回感染症タスク・フォース（令和４年３月１５日開催） 

①鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針の一部変更（案）と令和

４年度における授業等の実施方針（案）について 

 「鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針」における「授業(講

義・演習・実習)」について，4月以降の適用を目途に制限内容を明確にするため改正す

ることとした。 

また，「令和４年度における授業等の実施方針」について，ワクチン接種及び副反応

により出席できない学生に対応すること，行動指針レベルの変更を判断する基準に鳥取

県版新型コロナ警報の発令等を加えることを主な変更点として改正することとした。 

その中で，対面授業における感染防止の考え方における換気や人の密集を避ける方針

の具体的な数値等について，専門的なアドバイスを取り入れて検討することとした。 

関連して，人の密集を避けるための指標として二酸化炭素濃度計を使用することが有

効であり，昨年各学部に配布するとともに保健管理センターにて貸出を実施している旨

共有した。 

②学生課外活動指針等について 

 ３月１日から引き上げていた「鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行

動指針」における「学生の課外活動」についてレベル２に引き下げ，各学生（団体）に

活動の自粛を要請する（部室等課外活動施設は閉鎖しない。）こととした。 

加えて，「〔鳥取大学 鳥取地区〕新型コロナウイルス感染症拡大防止のための「学

生課外活動指針」」についても，「通常の課外活動」「県外移動（対外試合，コンサー

ト等イベントへの参加含む)」，「会食以外の交流活動・新歓活動」，「更衣室・部室

の使用」をレベル２に引き下げ，「会食（新歓活動での会食を含む）」はレベル３に引

き下げることとした。 

また，米子地区の学生の課外活動についても鳥取地区と同様にレベルを引き下げた旨

報告があった。 

③令和４年３月以降の外国人新規入国の緩和措置について 

 令和４年３月以降の外国人新規入国の緩和措置について，資料に基づき，政府の外国

人留学生の出身国・地域及びワクチン接種歴によって場合分けされる入国の流れの説明

があり，政府の流れに対応した本学の行動パターンの説明及び新規入国予定留学生・研

究者の内訳について説明があった。 

加えて，「鳥取大学における新型コロナウイルス対応」について，政府の水際対策の

措置が今後変更になったとしても対応できるよう改正することとした。 

④トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラムによる学生の海外派遣について 

 学部長，研究科長及び副専攻長から，学生が作成し学部・研究科及び国際交流課が確
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認した渡航に関する資料に基づき留学の概要について説明があり，検討の結果，３名の

学生の海外派遣することとした。 

⑤マスク・消毒液配布及び保管状況について 

 保健管理センター所長から，本年度のマスク・消毒液配布及び保管状況について，資

料に基づき報告があった。 

⑥学内感染者発生について 

 各部局の感染者について，資料に基づき報告があった。 

 

◎第８５回感染症タスク・フォース（令和４年３月８日開催） 

①新学期における授業実施方針等について 

 鳥取地区の新学期における授業実施方針について，新学期からは当初から対面を主体

として実施するように変更を計画している旨説明があった。 

本変更と併せて，新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針について，授業

に関する部分の見直しを検討しており，両変更案について次回の感染症タスク・フォー

スにて審議することとした。 

米子地区の授業実施方針等については，当初から対面を主体として実施し，授業開始

前の健康観察を病院実習の有無を基準として期間に差を設け，実習が無い場合は1週間

前から，有る場合は2週間前からの健康観察を実施している旨報告があった。 

②米子地区学生のコロナワクチン追加接種（３回目）について 

 米子地区学生のコロナワクチン追加接種（３回目）及び米子地区学生のコロナワクチ

ン職域追加接種計画（案）について，資料に基づき報告があった。 

③学内感染者発生について 

 各部局の感染者について，資料に基づき報告があった。 

 

◎第８４回感染症タスク・フォース（令和４年３月１日開催） 

①新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針について 

 3月1日から「鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針」における

「学生の課外活動」をレベル3に引き上げることとした。 

加えて，「〔鳥取大学 鳥取地区〕新型コロナウイルス感染症拡大防止のための「学

生課外活動指針」」についても，「通常の課外活動」「県外移動（対外試合，コンサー

ト等イベントへの参加含む)」，「会食（新歓活動での会食を含む）」，「更衣室・部

室の使用」を最大のレベル4に引き上げ，「会食以外の交流活動・新歓活動」はレベル3

に引き上げることとした。 

また，米子地区の学生の課外活動についてもかねてから禁止している中で「自主練習」

までは禁止していないと回答している旨報告があった。 

②令和3年度鳥取地区卒業式・学位記授与式について 

 3月1日時点の感染状況を鑑みた令和3年度鳥取地区卒業式・学位記授与式の開催判断

について，「鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針」レベルの平

均が3ということもあり，引き続き感染状況を注視しつつも予定通り開催することとし

た。 

③令和4年度入学式について 

 「鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針」のレベル平均値に基

づいた判断により，段階的な開催方法をとることとし，午前午後の2部開催とした原案

の説明があった。また，3月以降の感染状況により開催方法の検討をすることとし，最
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終判断は開催日の約1週間前(3月29日)とすることとした。 

感染防止対策について，前回開催から継続した対策として参加届の提出を実施すると

ともに，今回から実施する対策として会場内座席指定及び新入生健康診断が実施される

4月4日の14日前である3月21日から健康観察を依頼することとした。 

④附属学校各校園卒業・修了，入学・入園式予定について 

 附属学校各校園卒業・修了，入学・入園式予定について，感染防止対策を十分にとっ

たうえで開催する旨報告があった。本年度に検討していることとして，参加人数を少な

くするために在校生や保護者の出席を制限することや，附属中学校については会場を武

道館から体育館に変更することでスペースをさらに確保することが挙げられた。 

⑤イベント開催報告 

 鳥取大学企業交流会について，感染防止対策を十分にとったうえで開催する旨報告が

あった。 

⑥学内感染者発生について 

 部局の感染者について，資料に基づき報告があった。学生のサークル関係の感染が広

がっており，行動指針を改定することに伴い部やサークルの代表者への周知することと

した。 

 

◎第８３回感染症タスク・フォース（令和４年２月２２日開催） 

①【注意喚起】新型コロナウイルス感染拡大の防止について 

 鳥取県より「特措法第２４条第９項による協力要請」及び「市中感染急拡大特別警報」

が県民に向けて発出されたことを受け，学生・教職員に対して本通知を２月２２日のう

ちに発出することとした。 

また，本通知を発出する際に鳥取県が作成した「特措法第２４条第９項による協力要

請」,「市中感染急拡大特別警報」の資料に加えて「県境をまたぐ移動の自粛要請」の

資料を追加する旨意見があり，追加することとした。 

②令和３年度鳥取地区卒業式・学位記授与式について 

 令和３年度鳥取地区卒業式・学位記授与式の開催方法について，令和４年２月以降の

感染状況により，開催方法変更（縮小）の可能性がある旨通知しており，３月１日の感

染症タスク・フォースにてその判断を検討することとした。 

③令和４年度入学式について 

 令和４年度入学式についての実施計画案の概要説明があった。本案は感染状況に応じ

て複数の計画を準備していること，前回開催時からの主な変更点として会場の座席指定

を実施する旨説明があった。 

また，今後のスケジュールについて，３月１日の感染症タスク・フォースにて原案を

決定することとした。 

また，入学式は卒業式と比較して，全国各地から鳥取に集まるため事前の待機期間が

短いという相違点があり，感染症対策に特に留意して計画するとともにオリエンテーシ

ョンから入学式までの1週間に健康観察の実施を徹底する必要がある旨意見があった。 

④学外に対する本学施設の貸付について 

 令和５年度鳥取県公立学校教員採用候補者選考試験第一次選考試験を令和４年６月

に本学共通教育棟で実施したい旨の計画書の提出が鳥取県教育委員会事務局からあり，

試験の要項を作成するので遅くとも４月上旬には貸付を実施するか決定する必要がある

旨説明があった。これを受けて，本学のルールに従うこと，及び試験２週間前の鳥取県

版新型コロナ警報のレベルが「警報」以上であるならば使用不可であることという条件

を附して仮受理することとし，4月に貸付の最終判断をすることとした。 
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⑤トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラムによる学生の海外派遣について 

 学生が作成し工学専攻及び国際交流課が確認した渡航に関する資料に基づき留学の

概要について説明があり，検討の結果，了承した。 

⑥令和４年度授業開始までの諸行事日程について 

 令和４年度授業開始までの諸行事日程について，例年よりも日程に余裕があることも

あり，感染対策に注意しながら実施していく旨報告があった。 

⑤学内感染者発生について 

 各部局の感染者について，学生の感染者数が増加しているが，学内ではなく学生の自

宅や飲食店が感染経路となっている旨，資料に基づき報告があった。 

 

◎第８２回感染症タスク・フォース（令和４年２月１５日開催） 

①【鳥取地区】学生・教職員等を対象としたワクチン接種（３回目）について（案） 

 鳥取地区における学生・教職員等を対象としたワクチン接種（３回目）（案）の概要

について説明があり，検討の結果，了承した。 

また，２回目の接種を受けた学生の学年の内訳を確認し,３回目接種予定者数の妥当

性を検討すべきとの意見並びに米子地区の３回目接種について学生を対象とした接種の

実施予定及び教職員を対象とした接種の実施状況について報告があった。 

②トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラムによる学生の海外派遣について 

 トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラムによる学生の海外派遣について，議題に先

立ち文科省等及び本学のコロナ禍における海外派遣の規制及び緩和の流れについて説明

があった。その後，学生が作成し学部及び国際交流課が確認した渡航に関する資料につ

いて説明があり，検討の結果，了承した。 

また，留学先の治安や感染症の状況が悪化した際の対応について，学生は本学の指示

に従う旨の誓約書を作成していることを確認した。 

③【緊急要請解除】新型コロナウイルス感染拡大の防止について 

 2月8日のタスク・フォースで検討した緊急要請の解除について，2月10日付けで発出

した旨報告があった。 

また，本要請解除と同時に理事（教育担当）及び理事（研究担当）連名で学生向けに

授業等の実施方法の変更について通知した旨報告があった。 

④学内感染者発生について 

 資料に基づき，各部局の感染者について報告があった。 

  

◎第８１回感染症タスク・フォース（令和４年２月８日開催） 

①獣医学共用試験及び事前実習（スキルスラボ）の実施について 

 今月本学で開催予定の獣医系大学における全国統一試験である獣医学共用試験及び事

前実習について，当該試験の合格が５年次の総合参加型臨床実習の履修要件となってい

ること，事前実習・試験について感染防止対策を万全に行ったうえで実施することとし

た。 

②【緊急要請】新型コロナウイルス感染拡大の防止について 

 １月２８日付けで発出した緊急要請について，現在では県内及び学内の感染者数が減

少傾向であることから，解除を予定しており，通知文書の発出の時期及び内容は学長に

一任し，発出前にはタスク・フォース構成員に事前に共有することとした。 

また，今後同様の要請を発出する際は，附属病院のある米子地区は異なる取扱いとな
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る場合がある旨記載を検討してほしいとの意見があった。 

③令和４年度学生健康診断について 

 法令に定められている学生健康診断の令和4年度の実施について，感染防止対策を

考慮した実施体制及び日程等について報告があった。 

④学内感染者発生について 

 資料に基づき，各部局の感染者について報告があった。 

 

◎第８０回感染症タスク・フォース（令和４年２月１日開催） 

①「鳥取大学における新型コロナウイルス対応等」及び「新型コロナウイルス感染症に

係る職員の就業上の取扱い」の一部改正について 

 学生又は教職員が濃厚接触者となった場合の取扱いについて，鳥取県の感染急拡大を

踏まえた対応に基づき，感染者と最後に濃厚接触した日からの出席停止又は自宅待機期

間を「１０日間」から「７日間」に短縮すること，及び濃厚接触者（教職員）の自宅待

機期間中の在宅勤務を可能にすることとした。 

②抗原定性キットの運用について 

 鳥取地区教職員の濃厚接触者について，自宅待機を原則としつつ，業務の遂行上出勤

して勤務することがどうしても必要な係長以上に該当する無症状の教職員であって，自

治体が示す期間の者について，抗原定性キットによる検査を行い，自宅待機期間を短縮

可能することとした。 

③令和３年度鳥取地区・米子地区卒業式・学位記授与式の実施計画（案）について 

 鳥取地区の卒業式・学位記授与式について，開催方法判断基準に則り，今後の感染状

況により開催方法変更（縮小）の可能性を示した上，午前と午後の２部開催とすること

とした。 

また，米子地区の卒業式・学位記授与式について，実施日が３月４日（金）と早い時

期であるため，感染状況に鑑み，会場の記念講堂には，関係者及び卒業生の代表者のみ

出席し，式典をWEB上でライブ配信することとした。 

④【緊急要請】新型コロナウイルス感染拡大の防止について 

１月２８日（金）に学生・教職員に向けて感染拡大の防止に関する緊急要請を発出し

たことについて説明があった。 

また，これに伴い〔鳥取大学 鳥取地区〕新型コロナウイルス感染症拡大防止のため

の「学生課外活動方針」の「通常の課外活動」及び「県外移動」についてレベルを引き

上げ自粛することとしたことについて報告があった。 

⑤学内感染者発生について 

各部局の感染者について報告があった。 

 

◎第７９回感染症タスク・フォース（令和４年１月２５日開催） 

①鳥取大学における新型コロナウイルス対応等の一部改正について 

 学生又は教職員が感染した場合又は濃厚接触者となった場合の取扱いについて，学生

が濃厚接触者となった場合は鳥取県の取扱いに則り感染者と最後に濃厚接触した日から

起算して「１０日間」に短縮すること，教職員は「新型コロナウイルス感染症に係る職

員の就業上の取扱いについて（学長裁定）」に基づき対応すること，及び当該改正に係

る適用日を令和４年１月１８日とすることとした。 

また，鳥取県の濃厚接触者の待機期間短縮措置（社会機能維持者の特例措置）に基づ

き，医療従事者その他社会機能維持に必要不可欠な業務を継続するため出勤が必要な者

について，抗原定性キットを用いて検査を行うことにより待機期間を短縮することにつ
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いて引き続き検討することとした。 

②令和３年度鳥取地区卒業式・学位記授与式の実施計画（案）について 

 次回の感染症タスク・フォースにおいて実施計画を確定し，当該実施計画について縮

小開催の可能性も含め学生・教職員に周知予定とした。 

③学内感染者発生について 

 鳥取地区の感染者について報告があった。 

④新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針の改定について 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針の授業（講義・演習・実習）のレ

ベルを２から３に引き上げ，「研究活動（研究指導含む）」はレベル２を維持しつつ，

ディスカッション型式のゼミ及び学位論文に係る研究指導等については「原則として」

オンラインで実施することとした。学内会議についてはレベル３を維持し，人事案件等

対面で審議を行っているものも守秘義務を徹底した上オンラインで行うこととした。 

 

◎第７８回感染症タスク・フォース（令和４年１月１８日開催） 

①授業実施方法等について 

 １月２１日（金）までの間は原則として遠隔授業の実施を継続しているところ，鳥取

県内における感染者が急増している状況に鑑み，新型コロナウイルス感染拡大防止のた

めの行動指針の「授業(講義・演習・実習)」のレベルを現在のレベル２（制限 小）か

らレベル３（制限 中）に引き上げ，オンライン中心で引き続き授業を行うこと，及び

定期試験を行うこと，並びに「研究活動（研究指導含む）」はレベル２を維持しつつ，

ディスカッション型式のゼミ及び学位論文に係る研究指導等については「原則として」

オンラインで実施することとした。 

②【注意喚起】新型コロナウイルス感染拡大の防止について 

 全国的にオミクロン株による感染が広がっている状況下において鳥取県が１月を「オ

ミクロン株感染防止強化月間」と定めたことを受け注意喚起を行うこととした。 

③学内感染者発生について 

 鳥取地区・米子地区の感染者について報告があった。 

 

◎第７７回感染症タスク・フォース（令和４年１月１１日開催） 

①令和３年度鳥取地区卒業式・学位記授与式の実施計画（案）について 

 令和３年度鳥取地区卒業式・学位記授与式について３つの実施案を計画し，本学の新

型コロナウイルス感染症拡大防止のための行動指針に則り開催方法判断基準を設け，こ

れに基づき遅くとも２月１日の感染症タスク・フォースにおいて実施案を確定し，執行

部会に諮る予定とした。 

 

②共通テスト以降の授業実施方法について 

 新型コロナウイルス感染症の感染が急速に拡大している状況に鑑み，大学共通テスト

以降は新型コロナウイルス感染症拡大防止のための行動指針の「授業（講義・演習・実

習）」のレベルを現在の２（制限 小）から３（制限 中）に一段階引き上げ，オンライ

ン授業を中心に行っていくことについて提案があり，各学部と情報共有・協議を行った

上決定した授業実施方法について，次回の感染症タスク・フォースにおいて追認するこ

ととした。 
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③学内感染者発生について 

 鳥取地区，米子地区の感染者及び濃厚接触者等について報告があった。 

 

◎第７６回感染症タスク・フォース（令和３年１２月２１日開催） 

①令和３年度鳥取地区卒業式・学位記授与式の実施について 

 令和３年度鳥取地区卒業式・学位記授与式の実施について，年末年始のオミクロン株

の感染状況を踏まえ来年１月１１日の感染症タスク・フォースにおいて実施計画を提案

し，１月末までには原案を教職員・学生に周知する予定とした。 

②米子地区における新型コロナウイルス抗原簡易キットの運用方針について 

 文部科学省から配布された抗原簡易キット（100個）について，新型コロナウイルス

感染症にみられる軽症状を有する米子地区の学生を対象に，原則として医学部感染症タ

スク・フォース構成員医師のもとで本人が検体を採取する方法により運用する方針とし

た。 

 

◎第７５回感染症タスク・フォース（令和３年１２月７日開催） 

①学生の海外派遣の一部再開について 

 本学は令和２年３月以降，海外渡航を原則禁止としているところ，文部科学省の通知

及び独立行政法人日本学生支援機構,他大学等の状況に鑑み，本学では一定の条件を満

たす海外派遣プログラムについて海外渡航を認めることとした。 

②オミクロン株に対する水際措置の強化に伴う対応状況ついて 

 オミクロン株の感染拡大により，政府から発令された新たな措置により，外国人の新

規入国が当面停止されたことによる，私費外国人留学生等の受入れに係る影響等及び入

学試験への影響及び代替措置等について，資料に基づき報告があった。 

 

◎第７４回感染症タスク・フォース（令和３年１１月３０日開催） 

①【注意喚起】新型コロナウイルス感染拡大の防止について 

 年末に向けて帰省等により県内外へ移動する機会が多くなることに伴い，学生・教職

員に対し引き続き感染予防対策に留意いただく旨注意喚起を行うこととした。 

②職域での追加接種（３回目接種）実施について 

 鳥取県及び文部科学省から依頼のあった職域での追加接種（３回目接種）実施の意向

調査について検討の結果，了承した。 

 

◎第７３回感染症タスク・フォース（令和３年１１月１６日開催） 

①冬季休業明けの授業実施に係る判断について 

 冬季休業明けの授業実施について，令和４年１月１５日・１６日に行われる大学入学

共通テストに向けた新型コロナウイルス感染症対策として，１月４日から１３日（米子

地区は１４日午前）までの間は原則オンライン授業とすることとした。 

 

◎第７２回感染症タスク・フォース（令和３年１１月２日開催） 

①新型コロナウイルス対応について 
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 新型コロナウイルス対応について，国内出張等は移動先の感染状況等を確認し感染予

防の徹底に努めた上行うこと，及び本学施設の貸付・訪問者等の受入は各部局等で判断

の上可能とすることとした。 

 

◎第７１回感染症タスク・フォース（令和３年１０月１９日開催） 

①新型コロナウイルスワクチン職域接種について 

鳥取地区及び米子地区における新型コロナウイルスワクチン職域接種の実施が完了し，

鳥取地区は第1期及び第2期で合計8,591回の接種を行い，学生の接種率が62.93％であ

ったこと，及び米子地区は第１回目接種者が976名，第2回目接種者が968名であり，学

生の接種率が73.8％であったことについて，資料に基づき報告があった。 
②国費外国人留学生の受入状況について 

政府の水際対策措置の強化により，令和3年1月13日以降全ての国・地域からの新規入

国を拒否しているところ，令和3年9月15日に文部科学省から適切な感染対策措置を講

じられる等の受入体制が整っていると文部科学省が認めた大学においては，例外として

国費留学生の新規入国が認められることとなった旨通知があり，本学は大使館推薦6名，

大学推薦14名の計20名の新規入国が認められ，10月7日以降順次入国していることにつ

いて，資料に基づき報告があった。 

 

◎第７０回感染症タスク・フォース（令和３年１０月５日開催） 

①新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針について 

10月15日から，「研究活動」は条件付きでレベル２（制限（小））としていたとこ

ろ当該条件を解除し，「授業」はレベル２（制限（小））に引き下げ，緩和すること

とした。 

②イベントの開催について 

本学が主催する行事・イベントを行わないことを原則とする令和3年8月3日付け「イ

ベントの開催について」に係る取扱いを終了し，従前どおり「鳥取大学における新型コ

ロナウイルス対応」に基づきイベント等を行うことについて提案があり，再度検討の上

取扱いを変更することとなった。 

③錦祭の開催について 

本年度の医学部錦祭について，発表系団体の発表を事前撮影したもの及び掲載系団体

の作品をホームページに掲載することをもって実施することとした旨医学部長から説明 

の後，事前撮影時に記念講堂で50名以内の学内観客を入れることについて，感染状況

に鑑み実施することについて検討し，了承された。 

 

◎第６９回感染症タスク・フォース（令和３年９月２８日開催） 

①イベントの開催について 

７件のイベントについて審議し，うち６件について計画のとおり感染防止対策を十分

行った上，開催することを承認し，１件については再度審議することとした。 

②業務委託先保育所における感染者発生について 

９月２７日に米子地区の業務委託先保育所において１名が新型コロナウイルス感染症

に感染した旨報告があった。 

③学生の課外活動について 

鳥取地区では学生の課外活動に係る県外移動について山陰両県のみ可能としていると
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ころ，アメリカンフットボール部から，１０・１１月に大阪府・兵庫県で実施される関

西学生アメリカンフットボールリーグの公式戦への出場を認めてほしい旨の嘆願書の提

出があり，審議の結果，感染症防止対策を十分に行った上，出場することについて承認

した。 

 

◎第６８回感染症タスク・フォース（令和３年９月１４日開催） 

①学内感染者発生（米子地区）について 

病院長から，９月８日に医学部附属病院職員１名が新型コロナウイルス感染症の陽性

者と判定されたことについて報告があった。 

②イベントの開催について 

５件のイベントについて審議し，計画のとおり感染防止対策を十分行った上，開催す

ることを承認した。 

 

◎第６７回感染症タスク・フォース（令和３年９月７日開催） 

①令和３年度鳥取地区後期・第３クオーター授業に係る対応方針について 

現時点の国内，県内の感染状況等に鑑み，鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大の

ための行動指針「授業（講義・演習・実習）」のレベルを３（制限中）に引き下げる

こととした。なお，１０月１５日以降県内及び学内に感染の拡大が確認されない場合

は当該行動指針をレベル２（制限小）に引き下げることとした。 

②抗原簡易キットの活用について 

文部科学省からの抗原簡易キットの追加的な配布に関する調査に係る検討の結果，今

回は配布を希望しないこととした。 

③イベントの開催について 

５件のイベントについて審議し，計画のとおり感染防止対策を十分行った上，開催す

ることを承認した。 

 

◎第６６回感染症タスク・フォース（令和３年８月３１日開催） 

①【鳥取地区】残ワクチンへの対応について 

鳥取地区のワクチン接種２回目が終了し，残ったワクチン２３０回分について，未

接種の学生を対象に，ワクチン接種機会を提供することについて提案があり，承認さ

れた。 

②令和３年度風紋祭について 

１０月９日，１０日に開催予定の風紋祭について，WEB開催を中心とするが，一部の

サークルは，第１体育館ステージで演奏，演技等を行いリアルタイムでライブ配信する

予定である旨説明があり，感染対策を十分に行うことを条件に，実施について承認され

た。 

③イベントの開催について 

３件のイベントについて審議し，うち２件については計画のとおり感染防止対策を十

分行った上開催することを承認し，１件については開催日が９月９日と目前に迫ってい

るところ，西部地区において新型コロナウイルス感染症が蔓延している現状に鑑み承認

しないこととした。 

 

◎第６５回感染症タスク・フォース（令和３年８月２４日開催） 

①鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針等の改訂（学生の課外活
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動，学生の入構）について 

７月３０日付けで新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針が改定され，

課外活動の停止及び学生の構内入構制限が強化されているところ，感染防止対策を徹

底した上で制限を緩和することについて提案があり，これを承認した。 

②教育実習の実施計画について 

９月に予定している附属学校園における教育実習について資料に基づき提案があり，

これを承認した。 

③イベントの開催について 

３件のイベントについて審議し，計画のとおり感染防止対策を十分行った上，開催す

ることを承認した。 

 

◎第６４回感染症タスク・フォース（令和３年８月６～１１日メール審議） 

①イベントの開催について 

４件のイベントについて審議し，うち３件については感染防止対策に十分留意するこ

ととした上承認し，１件については開催日が８月１７日・１９日であり，新型コロナウ

イルス警報が発令中であるため承認しないこととした。 
 

◎第６３回感染症タスク・フォース（令和３年８月３日開催） 

①学内感染者発生（鳥取地区）について 

７月２７日から２８日にかけて鳥取キャンパスで学生４名及び教職員１名が，７月３

０日朝に更に学生２名の新型コロナウイルス感染症に感染した旨報告があった。 

②新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針について 

学内で感染者が増加している状況を踏まえ，「鳥取大学新型コロナウイルス感染拡

大防止のための行動指針」の活動レベルについて検討した結果，「授業」はレベル４，

「学生の課外活動」はレベル３，「学生の入構」はレベル２にそれぞれ引き上げること

とした。 

③鳥取地区前期・第２クオーターの授業及び定期試験対応について 

授業についてオンライン方式とすること，定期試験についてはオンライン方式やレポ

ート提出等の代替措置を講ずること，及び対面の試験は感染拡大が終息した後に再開す

ること等の方針を各部局に周知した旨報告があった。 

④イベントの開催について 

県下全域にデルタ株感染厳重警戒情報が発令され，イベントの開催を控えるよう周

知されていることを踏まえ，本学が主催する行事・イベントを開催する場合の条件等の

提案があった。 

 

◎第６２回感染症タスク・フォース（令和３年７月３０日開催） 

①学内感染者発生（鳥取地区）について 

７月２７日から２８日にかけて鳥取キャンパスで学生４名及び教職員１名が，７月３

０日朝に更に学生２名の新型コロナウイルス感染症に感染した旨報告があった。 

②新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針について 

学内で感染者が増加している状況を踏まえ，「鳥取大学新型コロナウイルス感染拡

大防止のための行動指針」の活動レベルについて検討した結果，「授業」はレベル４，

「学生の課外活動」はレベル３，「学生の入構」はレベル２にそれぞれ引き上げること

とした。 

③鳥取地区前期・第２クオーターの授業及び定期試験対応について 



30  

授業についてオンライン方式とすること，定期試験についてはオンライン方式やレポ

ート提出等の代替措置を講ずること，及び対面の試験は感染拡大が終息した後に再開す

ること等の方針を各部局に周知した旨報告があった。 

④イベントの開催について 

県下全域にデルタ株感染厳重警戒情報が発令され，イベントの開催を控えるよう周

知されていることを踏まえ，本学が主催する行事・イベントを開催する場合の条件等の

提案があった。 

 

◎第６１回感染症タスク・フォース（令和３年７月２０日開催） 

①鳥取地区ワクチン接種について 

令和３年７月２０日から開始する新型コロナワクチン職域接種（鳥取地区）のスケジュ

ール，申込状況等について，資料に基づき報告があった。 

 

◎第６０回感染症タスク・フォース（令和３年７月１３日開催） 

①ワクチン接種後の学生生活について 

令和３年度後期の授業について，本学における新型コロナワクチン職域接種が完了して

いることを踏まえた鳥取地区の実施方針の提案があった。検討の結果，対面授業の開始前

に２週間の健康管理期間を設けること，オンライン授業を行う場合は教員の負担等に配慮

することとして，了承した。 

 

○第５９回感染症タスク・フォース（令和３年６月２９日開催） 

①新型コロナウイルス感染症に係る予防接種（職域接種）への協力依頼について 

新型コロナワクチン職域接種の実施に当たり，各部局に協力や被接種者への配慮を求

めたい旨説明があり，検討の結果，了承した。 

②新型コロナウイルスワクチンの接種と接種予約システムのご案内について 

  鳥取キャンパスにおける職域接種について，学生，保護者及び教職員に対してわかり

やすく周知するため，接種案内（案）を作成した旨説明があり，検討の結果，大筋で了

承した。 

③ワクチン接種後の学生生活について 審議予定 

本学における新型コロナワクチン職域接種が完了した後の授業，課外活動，イベント

等の実施の方向性について，今後，本会議で検討を進めたい旨の提案があり，了承した。 

 

○第５８回感染症タスク・フォース（令和３年６月２２日開催） 

①ワクチン接種（職域）実施計画案について 審議予定 

本学における新型コロナワクチン職域接種の実施計画案（事務局等の組織，接種体制，

会場配置，日程等）について説明があり，検討の結果，大筋で了承した。 

 

○第５７回感染症タスク・フォース（令和３年６月１５日開催） 

①大学等における抗原検査簡易キットの活用について 

文部科学省から，抗原検査簡易キットの配布を行う旨の通知があった旨説明があり，

本学におけるキットの利用について検討した結果，鳥取地区分として１包装程度（検査

数１０回分～）を要求することとした。 

 

○第５６回感染症タスク・フォース（令和３年６月８日開催） 

①新型コロナウイルスPCR検査検体採取 実施体制について 
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  体調不良等の学生のうち，身近にかかりつけ医がいないなどの理由により， 診療・

検査医療機関でPCR検査を受けることが困難な者に対して，学内で検体を採取すること

について，鳥取県からの提案資料に基づき説明があり，検討の結果，了承した。 

②ワクチン接種について 

  新型コロナワクチンの職域接種について，医学部附属病院及び保健管理センターの協

力を得て，鳥取及び米子キャンパスで実施することを国に要望したい旨提案があり，検

討の結果，了承した。 

  なお，接種に関わる医療従事者の処遇について，検討する必要がある旨の意見があっ

た。 

③ワクチン接種に係る職員の就業上の取扱いについて 

  職員が，新型コロナワクチンの接種を受ける場合及び接種後に副反応症状が見られる

場合の就業上の取扱いについて資料に基づき説明があり，検討の結果，了承した。 

 

○第５５回感染症タスク・フォース（令和３年５月１８日開催） 

①新型コロナウイルスPCR検査検体採取 実施体制について 

  学内におけるPCR検査キットの配置及び検体採取について，鳥取県が修正案を提示する

予定である旨説明があり，当該文書の到着を待って，引き続き本学の実施体制等の検討を

行うこととした。 

②新型コロナウイルス感染症拡大防止のための行動指針について 

  県内の感染状況等を踏まえ，「新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針」に

おける行動制限レベルについて検討した結果，現在の制限レベルを継続することとした。 

なお，学生の課外活動については，必要に応じて具体的な指示を出すこととした。 

 

○第５４回感染症タスク・フォース（令和３年５月１１日開催） 

①【鳥取地区】新型コロナウイルスPCR検査検体採取 実施体制について 

学内におけるPCR検査キットの配置及び検体採取の流れについて，鳥取県から提案があ

った旨資料に基づき説明があった。 

検討の結果，本学が対応可能な体制等を県に説明のうえ内容を調整し，迅速な実施を目

指すこととした。 

 

〇第５３回感染症タスク・フォース（令和３年４月２７日開催） 

①「新型コロナウイルス感染症対策に係る県内大学等とのオンライン会議」について 

 「鳥取県と県内大学等による新型コロナウイルス感染症対策に係るオンライン会議」が

４月２３日に開催され，県と大学等が連携した感染拡大防止対策について，鳥取県から４

件の提案があった旨資料に基づき報告があった。そのうち，学内におけるＰＣＲ検査キッ

トの配置及び相談体制の構築については，今後，県と相談のうえ実施体制を検討していく

こととした。 

 

〇第５２回感染症タスク・フォース（令和３年４月２０日開催） 

①新型コロナウイルス感染拡大の防止について 

ゴールデンウィークを控え，学生及び教職員に対して，新型コロナウイルス感染症に係

る注意喚起等を行いたい旨提案があり，検討の結果，了承した。 

②新型コロナウイルス感染症の公表に関する方針について 

前回会議で提案された，新型コロナウイルス感染者発生時の公表に関する方針（案）に

ついて，会議後に委員から提出された意見の紹介があった。 
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また，当該意見を踏まえて修正した公表方針（案）の提案があり，次回会議で改めて検

討することとした。 

 

〇第５１回感染症タスク・フォース（令和３年４月１３日開催） 

①新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針について 

感染者が増加している状況を踏まえ，「新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動

指針」における授業（制限レベル２）及び課外活動（制限レベル１）の取組方針等につい

て再確認した。 

その結果，現在の取組を継続するとともに学生の行動等を注視して，必要があれば迅速

に対策を講ずることとした。 

なお，ゴールデンウィークを控え，次回会議で学生及び教職員に対する注意喚起を提案

したい旨説明があった。 

  また，新型コロナウイルス感染者発生時の公表に関する方針を明文化したい旨提案があ

り，本案に対する意見があれば総務企画課まで申し出ることとし，次回会議で改めて検討

することとした。 

 

〇第５０回感染症タスク・フォース（令和３年４月２日開催） 

①【注意喚起】新型コロナウイルス感染拡大の防止について 

新型コロナウイルス感染症の全国的な感染拡大及び県内でも感染者が急増している状況

を踏まえ，学生及び教職員に対して，不要不急の往来の自粛，会食する場合の条件及び基

本的な感染対策の徹底について改めて注意喚起したい旨提案があり，検討の結果，了承し

た。 

②令和３年度鳥取大学入学式について 

  ４月６日に開催する令和３年度鳥取大学入学式における感染対策について説明があり，

検討の結果，対策は十分であるとして，計画通りに式典を行うこととした。 

 

〇第４９回感染症タスク・フォース（令和３年３月１６日開催） 

①令和３年度における授業等の実施方針について 

  令和３年度における授業等の実施方針について，行動指針の制限レベル２を基本として

検討した旨説明の後，令和２年度後期の実施方針からの変更点等の説明があり，検討の結

果，了承した。 

②新型コロナウイルス感染症に係る職員の就業上の取扱いについて 

  教職員が「接触者」（濃厚接触者ではない）となった場合の就業上の取扱いについて，

前回会議における意見を踏まえた修正案の提案があり，検討の結果，了承した。 

  また，職員が感染した場合及びＰＣＲ検査等を受ける場合，並びに学校の臨時休校等に

より勤務しないことがやむを得ないと認められる場合の取扱いを含む学長裁定の見直しの

提案があり，検討の結果，了承した。 

③令和３年度備蓄物品（アルコール消毒剤）の購入計画について 

  令和２年度の配布実績及び備蓄数量等に基づき検討した結果，令和３年度も令和２年度

と同様にマスク80,000枚，アルコール720リットルを目安として備蓄することとした。 

 

〇第４８回感染症タスク・フォース（令和３年３月９日開催） 

①新型コロナウイルス感染症にかかる職員の就業上の取扱いについて 

教職員が「接触者」（濃厚接触者ではない）となった場合の就業上の取扱いについて，

人事課が作成した３つの案に基づき検討した結果，案２（自宅待機１４日間，在宅勤務可



33  

能，７日経過後に風邪の症状がない場合に８日目から自宅待機解除）を採用することとし

た。 

なお，運用については，医師の判断を尊重して部局長が決定すること及び病院職員は本

案とは異なる取扱いができることとしたい旨の意見があり，当該意見に基づく修正を行う

こととした。 

 

〇第４７回感染症タスク・フォース（令和３年３月２日開催） 

①鳥取大学における新型コロナウイルス対応の一部改正について 

  「鳥取大学における新型コロナウイルス対応」について，前回会議においてメンバーか

ら提出された意見をふまえた修正案の提案があった。 

検討の結果，修正案に対して意見があれば，３月２日中にすることとし，当該意見に対

する修正は，議長に一任することとした。 

 

〇第４６回感染症タスク・フォース（令和３年２月２２～２４日メール審議） 

 ①鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針の改定について 

 ②〔鳥取大学 鳥取地区〕新型コロナウイルス感染症拡大防止のための「学生課外活動指

針」の改定について 

   「鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針」及び『〔鳥取大学 

鳥取地区〕新型コロナウイルス感染症拡大防止のための「学生課外活動指針」』につい

て，２月２５日から緩和の方向で改定する提案に対して，反対意見はなく，了承した。 

③鳥取大学における新型コロナウイルス対応の一部改正について 

  「鳥取大学における新型コロナウイルス対応」について，これまで規定されていなかっ

た「接触者」の取扱いを規定すること，その他所要の整備を図る見直しの提案に対して，

メンバーから修正意見が提出されたため，当該意見をふまえた修正を行い，改めて審議

することとした。 

 

〇第４５回感染症タスク・フォース（令和３年２月１６日開催） 

①鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針の改定について 

 ②〔鳥取大学 鳥取地区〕新型コロナウイルス感染症拡大防止のための「学生課外活動指

針」の改定について 

定期試験が終了し，春季休業を迎えることを期に，課外活動に係る行動指針をレベル

２からレベル１に引き下げることについて提案があった。また，併せて鳥取地区の学生

課外活動指針の一部を緩和することについて提案があり，当該緩和の時期について検討

願いたい旨要請があった。 

検討の結果，次回会議で再度検討することとした。 

 

〇第４４回感染症タスク・フォース（令和３年２月９日開催） 

①学内感染者の発生について 

   １月３１日から２月５日までの間に，学生６名が新型コロナウイルス感染症の感染者

と判定された事例をふまえ，（濃厚接触者ではない）接触者の行動制限の方針を定めた

い旨提案があり，検討の結果，次のとおり決定した。 

・濃厚接触者及び接触者をそれぞれ明確に特定する（特定が難しい場合は保健管理

センター所長に相談する）。 

・接触者に特定された学生は，濃厚接触者と同様に２週間の自宅待機とし，当該期

間中の学習の保証を行う。 
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・上記方針に基づき，感染症タスク・フォースがこれまでに決定した取扱いを修正

し，本会議に提案する。 

 

なお，感染者が相次いだため，理事（教育担当）から，学生に対して強く注意喚起

を行うこととした。 

 

〇第４３回感染症タスク・フォース（令和３年２月２日開催） 

①学内感染者の発生について 

１月３１日に学生１名が新型コロナウイルス感染症の陽性者と判定されたこと，及び

当該学生の接触者のうち学生３名が２月１日に陽性者と判定されたことに伴い，事案に

係る経過を確認するとともに，今後の対応について検討した。 

 

〇第４２回感染症タスク・フォース（令和３年２月１日開催） 

 ①学内感染者の発生について 

  １月３１日に学生１名が新型コロナウイルス感染症の陽性者と判定されたこと，及び当

該学生の接触者のうち学生３名が２月１日に陽性者と判定されたことについて報告があっ

た。 

また，１月３１日に陽性が判明した学生の行動歴及び接触者に対して実施するＰＣＲ検

査の計画等について報告の後，事案に係る対応について検討した。 

  

〇第４１回感染症タスク・フォース（令和３年１月１９日開催） 

①新型コロナウイルス感染症拡大防止のための「学生課外活動指針」（鳥取地区）の制定

について 

  前回会議において，学生の課外活動に関する行動指針をレベル１からレベル２に引き

上げることが承認されたことをふまえ，新たに鳥取地区の学生課外活動指針を定めるこ

と及び現状の活動制限レベルについて提案があり，検討の結果，了承した。    

②鳥取県との連携協議会にかかる提案議題について 

  １月２０日に実施される鳥取県と鳥取大学との連携協議会において，新型コロナウイ

ルス感染症への対応に係る本学の現状，課題及び県への要望等を整理して，協議する予

定である旨報告があった。 

③令和２年度卒業式の実施方法にかかる意見照会について 

  令和２年度卒業式について，鳥取地区の実施方法３案を提示して，執行部に意見照会

を行っている旨説明があった。また，意見照会の結果をとりまとめ，学部に還流する旨

併せて説明があった。 

 

〇第４０回感染症タスク・フォース（令和３年１月１２日開催） 

 ①新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針の改定について 

   令和３年１月５日に文部科学省から感染症対策の徹底を要請する文書が発出されたこ

と，１月７日に埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県を対象に国が緊急事態宣言を発令し

たこと等をふまえ，学生の課外活動に関する行動指針をレベル１からレベル２に引き上

げることについて提案があり，検討の結果，了承した。 

   なお，これに伴い，「課外活動の段階的緩和の目安」については，一旦廃止して再作

成する旨説明があった。 

 

〇第３９回感染症タスク・フォース（令和３年１月５日開催） 
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①新型コロナウイルス感染拡大防止啓発動画の学内周知について 

   鳥取県広報課からの依頼により，本学学生が出演して感染対策ルールを実践した会食

の啓発動画を学内に周知した旨報告があった。 

 

〇第３８回感染症タスク・フォース（令和２年１２月２２日開催）   
①新型コロナウイルス理解度チェックの実施結果について 

新型コロナウイルスに関する理解度チェックとして，基本的な知識を問う１０問を

学生に回答させたこと，及び回答結果の分析等について報告があった。 

②冬季休業後の学生の研究活動について 

  前回会議（１２月１５日）の検討結果に基づき，冬季休業後の学生の研究活動に係る

対応について，理事（教育担当）及び理事（研究担当）の連名により各学部等に通知し

た旨報告があった。 

③年末年始における新型コロナウイルス感染防止について 

 年末年始における新型コロナウイルスの感染防止に係る教職員への注意喚起等につい

て，鳥取地区及び米子地区の対応状況等の報告があった。 

 

〇第３７回感染症タスク・フォース（令和２年１２月１５日開催）   
①大学入学共通テストに向けた新型コロナウイルス感染防止の対応強化について 

 大学入学共通テストが１月１６日，１７日に実施されることに伴い，試験の実施に影

響を及ぼすことがないよう，学生の研究活動及び教職員の国内移動に関する対策につい

て提案があった。 

検討の結果，学生の研究活動については，理事（教育担当）と理事（研究担当）が連

名で注意喚起を行うこととした。 

 

〇第３６回感染症タスク・フォース（令和２年１２月８日開催）   
①鳥取地区における冬季休業後の授業実施方法及び令和３年度学年暦の検討について 

   １２月１日に理事（教育担当）と鳥取地区各学部等の意見交換会を開催し，冬季休業

期間の学生の県外移動への対応及び冬季休業後から大学入学共通テストまでの期間の遠

隔授業の活用等について協議した旨報告があった。 

   また，令和３年度学年暦については，授業開始日は繰り下げず，入学式を含む新入生

関連行事の簡素化等を図ることとしたい旨提案があった。 

検討の結果，行事については，担当部局において感染の状況に応じた複数の実施案を

検討し，本会議に提案することとした。 

②啓発ポスターの作成について 

国が例示した感染リスクが高まる場面等を教職員に示して一層の注意喚起を行うため，

ポスターを作成して配布したい旨提案があり，検討の結果，了承した。 

 

〇第３５回感染症タスク・フォース（令和２年１２月１日開催）   
①【注意喚起】新型コロナウイルス感染拡大の防止について 

県外の往来に係る感染事例が鳥取県内でも発生していることをふまえ，学生・教職員

に対して注意喚起を行った旨報告があった。 

 ②鳥取市保健所との打ち合わせについて 

新型コロナウイルス感染症対策に関して，１１月２５日に鳥取市保健所と打ち合わせ

を行った内容について，資料に基づき報告があった。 

 



36  

〇第３４回感染症タスク・フォース（令和２年１１月２６日開催）   
①鳥取市保健所との打合せについて 

新型コロナウイルス感染症対策に関して，１１月２５日に鳥取市保健所との打合せを

行い，本学の状況等を説明するとともに，クラスターが発生した場合の対応，学寮や学

生食堂における感染対策及び学生の帰省等に係る対応等について検討した旨報告があっ

た。 

 

〇第３３回感染症タスク・フォース（令和２年１１月２４日開催）   
①「鳥取大学 新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針」の改正について 

②令和２年度後期における授業等の実施方針の改正について 

令和２年１２月１日から授業に関する行動指針をレベル３からレベル２に引き下げる

こと，及びこれに伴う授業等の実施方針の改正について提案があり，検討の結果，了承

した。 

 ③当面の学内行事等の実施について 

   令和２年度中に開催方法等を検討すべき学内行事等について，資料に基づき説明があ

った。 

   開催日が近づいている仕事納め式及び仕事始め式については，仕事納め式は取りやめ，

仕事始め式は規模を縮小して役員・幹部職員を対象に実施することとした。 

   また，卒業式等の開催方法は，本会議で改めて検討することとした。 

 

〇第３２回感染症タスク・フォース（令和２年１１月１７日開催）   
①新型コロナウイルス感染症に関するQ＆Aの作成 

新型コロナウイルス感染症に関するQ＆Aについて，前回会議終了後の意見を踏まえた

修正案の提案があり，検討の結果，了承した。 

②鳥取県との連携 

鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部において，第３波に向けた対策として，大

学と連携して若者向けの啓発等に取り組むことが決定したこと，及び鳥取県子育て人財

局と調整中の取組内容について説明があった。 

  検討の結果，鳥取県と連携に関する具体的な相談を早急に行い，今後の連携内容を検

討するとともに本学のこれまでの取組みを伝達して情報共有を進めることとした。 

 

〇第３１回感染症タスク・フォース（１１月１０日開催）   
①【注意喚起】新型コロナウイルス感染拡大の防止について 

年末年始にかけて行事等の機会が増えるため，国及び鳥取県が例示した感染リスクが

高まる場面等を教職員に示して注意喚起を行いたい旨提案があり，検討の結果，了承し

た。 

②「鳥取大学における新型コロナウイルス対応」の改正について 

鳥取県では，発熱等の症状がある場合の相談先が１１月１日からかかりつけ医等に変

更されたことに伴い，「鳥取大学における新型コロナウイルス対応」の改正を行いたい

旨提案があり，検討の結果，了承した。 

③「鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針」の改正について 

④令和２年度後期における授業等の実施方針の改正について 

令和２年１２月１日から授業に関する行動指針をレベル３からレベル２に引き下げる

こと，及びこれに伴う授業等の実施方針の改正について提案があった。 

検討の結果，県東部で感染者が急増している現状を踏まえ，判断を保留することとし
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た。 

⑤〔鳥取大学 鳥取地区〕学生課外活動の段階的緩和の目安の改正について 

  鳥取地区における「学生課外活動の段階的緩和の目安（ステップ４）」について，問

い合わせが多数寄せられていた会食の基準を定める旨提案があり，検討の結果，人数に

ついては国及び鳥取県が例示した感染リスクが高まる場面等を踏まえた修正を行うこと

として了承した。 

⑥新型コロナウイルス感染症に関するQ＆Aの作成について 

新型コロナウイルス感染症に関するQ＆Aについて，学生・教職員に示す原案を作成し

た旨説明があった。原案に対して意見があれば保健管理センターに申し出ることとし，

次回会議で改めて審議することとした。 

 

〇第３０回感染症タスク・フォース（令和２年１０月２７日開催）   
①〔鳥取大学 鳥取地区〕学生課外活動の段階的緩和の目安について 

鳥取地区における「学生課外活動の段階的緩和の目安（ステップ４）」において，団体

での会食は自粛を求めているところ，課外活動サークルや研究室から相談が多数寄せられ

ている現状を受け，会食の基準（人数等）に係る意見交換を行いたい旨提案があった。主

な意見は次のとおり。 

・医学部学生については，人数を３人以内とし，サークル全体としての会食は実施しな

いこととしている。 

・医学部附属病院の職員については，人数を５人以内とし，密にならないよう注意する

こととしている。 

  ・他大学でクラスターが発生した事例は，５人以上で会食していた例が多いようである。 

  ・他大学の事例は，学生に対しても周知するとよい。 

  意見交換の結果を踏まえ，学生部において会食の実施に係る周知文書を検討することと

した。 

 

〇第２９回感染症タスク・フォース（令和２年１０月２０日開催）   
①学内施設の外部貸し出しについて 

学外から申請のあった医学部アレスコ棟講義室の貸付について，申請内容及び申請者が

行う新型コロナウイルス感染症の対策等について説明の後，当該内容を踏まえ貸付を許可

したい旨提案があり，審議の結果，了承した。 

 

〇第２８回感染症タスク・フォース（令和２年１０月６日開催）   
①新型コロナウイルス感染症に関するＱ＆Ａについて 

新型コロナウイルス感染症に関して，学生・教職員から保健管理センターに寄せられた

質問とそれに対する回答を整理し，教職員に示すことで活用を図りたい旨提案があり，検

討の結果，了承した。 

なお，現在，入試業務に係る質問とそれに対する回答のとりまとめを行っているため，

その内容を踏まえて教職員に発信することとした。 

 

〇第２７回感染症タスク・フォース（令和２年９月２３日開催）   
①鳥取大学新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針の改正について 

１０月１日から，「学生の課外活動」の制限レベルを２から１に引き下げること，及
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び「授業」の制限レベル１から３について，オンライン及び対面授業の運用に係る記載

を行うことについて提案があり，検討の結果，了承した。 

また，「対面授業における感染防止の考え方」の改正について提案があり，検討の結

果，了承した。 

②課外活動における１０月１日からの緩和の目安について 

学生の課外活動の緩和について，１０月１日から１段階緩和してステップ４に移行す

ること，及び緩和に伴う学生への注意事項等の周知について提案があり，検討の結果，

了承した。 

③学内啓発「新型コロナウイルス感染症における重症化のリスク因子」について 

基礎疾患等を有し，新型コロナウイルス感染症に感染した際に重症化しやすい学生・

教職員に対する啓発について提案があり，検討の結果，了承した。 

④本学施設の学外貸し付けについて 

学外に対する本学施設の貸付については，９月末までは原則行わない方針としている

ところ，１０月以降も当分の間は当該方針を継続することとし，個別の対応が必要な案

件はタスク・フォースで検討する旨提案があり，検討の結果，了承した。 

⑤本学主催（部局等主催含む）のイベント等について 

鳥取県がイベント開催制限の基準を変更したことに伴い，本学が主催するイベントに

ついて，同基準に沿った見直しを行いたい旨提案があり，検討の結果，了承した。 

 

〇第２６回感染症タスク・フォース（令和２年９月１５日開催）   
①課外活動における１０月１日からの緩和の目安について 

学生の課外活動の緩和について，１０月１日から１段階緩和してステップ４に移行す

る予定としているところ，９月２３日頃に理事（教育担当）が状況を確認して緩和の最

終判断を行い，学生に周知したい旨提案があり，検討の結果，了承した。 

②本学施設の学外貸し付けについて 

学外に対する本学施設の貸付については，９月末までは原則行わない方針としている

ところ，学外から１０月以降の貸付の相談がある旨説明の後，貸付を行わない方針を継

続することについて提案があった。 

検討の結果，次回会議で改めて検討することとした。 

 

〇第２５回感染症タスク・フォース（令和２年９月１日開催）   
①新型コロナウイルス感染者発生時における初動対応について 

学内に感染者が発生し，保健所から具体的な指示が出るまでの間における本学の初動

対応について提案があり，検討の結果，了承した。 

 

〇第２４回感染症タスク・フォース（令和２年８月２５日開催）   
①「鳥取大学におけるコロナウイルス対応について」の一部改正 

体調不良となった学生及び教職員が大学に復帰する目安について，前回会議の検討結

果をふまえ，改めて一部改正の提案があり，検討の結果，了承した。 

②令和２年度後期における授業等の実施方針（案） 

令和２年度後期の授業については，行動指針の制限レベルをレベル３（制限（中））

とし，前期と同様にオンライン授業を中心に行うこととしたい旨提案があった。 
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検討の結果，米子地区については，本方針と異なる対応ができるよう一部修正するこ

ととして了承した。 

③学生課外活動の段階的緩和について 

学生の課外活動について，現在の「ステップ３」から「ステップ４」に１段階緩和

する時期を１０月からとしたい旨提案があり，検討の結果，了承した。 

④感染者発生時における初動対応について 

学内に感染者が発生し，保健所から具体的な指示が出るまでの間における本学の対応

については，感染拡大防止のため，広めの区域で速やかに立入制限を行い，安全が確認

できた区域から制限を解除していくことを確認した。 

また，その決定は，学長，リスク管理担当理事及び関係理事が速やかに行うこととし

た。 

⑤基礎疾患を有する教職員への配慮 

基礎疾患を有する者が新型コロナウイルスに感染すると重症化すると言われているた

め，本人が希望すれば他の教職員と業務を交代するなどの配慮を行うことについて，学

長名で学内に発信することとした。 

 

〇第２３回感染症タスク・フォース（令和２年８月４日開催）   
①「鳥取大学におけるコロナウイルス対応について」の一部改正 

体調不良となった学生及び教職員が大学に復帰する目安について，「職域のための新

型コロナウイルス感染症対策ガイド第２版（日本渡航医学会・日本産業衛生学会）」に

基づき，一部改正を行いたい旨提案があった。 

これに対して，改正案は軽い症状でも仕事や授業を長期間休むことになり，影響が大

きいため，他大学の例を参考に改正案を再検討すべきとの意見があった。 

検討の結果，メール等で改めて審議することとした。 

②休日・夜間等における緊急連絡体制の確認について 

休日・夜間等における学内及び保健所との緊急連絡体制について資料に基づき説明が

あり，検討の結果，了承した。 

 

〇第２２回感染症タスク・フォース（令和２年７月２８日開催）   
①感染拡大地域への往来について 

７月２５日に県内６例目の新型コロナウイルス感染者が発生したこと及び全国的な感

染拡大をふまえ，本学学生及び教職員の感染拡大地域への移動の取扱い等を見直し，学

長名で発信したい旨提案があり，検討の結果，了承した。 

なお，特に感染者が多い地域への移動や会食等の注意喚起も併せて行うべきとの意見

があった。 

②鳥取県「美味しい楽しい 行ってみ隊」への参画について 

鳥取県新型コロナウイルス注意報の発令が継続しているため，表題のプロジェクトへ

の賛同については，しばらく様子を見て判断することとした。 

③学生活動の段階的緩和について 

学生の課外活動について，８月１日から内容を１段階緩和して「ステップ４」とする

予定であったが，７月２５日に県内６例目の感染者が発生したことをふまえ，現在の

「ステップ３」を８月末まで維持することとしたい旨提案があり，検討の結果，了承し
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た。 

なお，サークル活動に限らず，研究室の活動に対する注意喚起も行う旨説明があった。 

また，感染者が発生した際の対応が円滑に行えるよう学内外の連絡体制を確認してお

くこととした。 

 

〇第２１回感染症タスク・フォース（令和２年７月２１日開催）   
①鳥取大学ジュニアドクター育成塾における活動の追加実施について 

小・中学生を対象に理数・情報分野の人材育成を行う「ジュニアドクター育成塾」に

ついて，前回会議で承認した第２段階の活動（ラボワーク）とは別に，第１段階の活動

（基礎プログラム）についても，感染症対策に十分配慮して実施したい旨提案があり，

検討の結果，了承した。   

②学生への注意喚起 

７月２３日からの４連休等を控え，学生生活に係る注意喚起をした旨報告があった。   
③国内出張等における注意喚起 

７月２３日からの４連休等を控え，教職員に対して国内出張等に伴う感染防止の注意

喚起をした旨報告があった。 

 

〇第２０回感染症タスク・フォース（令和２年７月１４日開催） 

①７月１２日県内陽性者５例目確認に伴う，米子地区の対応状況について 

東京都在住で鳥取県西部に滞在した者が，７月１２日に県内５例目の陽性者と確認さ

れたことに伴い，米子地区では次の対応をした旨報告があった。   

・７月１３日早朝に対応を相談し，米子地区の行動指針に基づき，講義・実習等の中止

を決定。一斉メールを配信してその旨を周知した。   

・７月１４日からは遠隔講義を行っているが，臨床実習は中止。感染の状況を確認して

次週以降の対応を検討することとした。   

②研究・教育・事務体制等の今後に向けた課題検討 

With コロナに対応した本学における教育，研究，事務等のあり方について，担当す

る委員会等で早めに検討いただきたい旨の要請があった。 

また，これに伴い必要な経費について議論する必要があるため，各担当から提案い

ただきたい旨の要請があった。   

 

〇第１９回感染症タスク・フォース（令和２年７月７日開催） 

①「新しい生活様式」の定着を図る学生生活について 

鳥取地区で対面授業を開始した６月２５日から２週間が経過するのを機に，「新しい

生活様式」の定着を目的として，学生生活に関する新たな留意事項を周知したい旨提案

があり，検討の結果，了承した。 

②ジュニアドクター育成塾の実施について 

本学及び米子高専で小・中学生を受け入れて理数・情報分野の人材育成を行う「ジュニ

アドクター育成塾」について，ＪＳＴとも協議のうえ感染症対策に十分配慮して実施した

い旨提案があり，検討の結果，了承した。 

③次亜塩素酸水による環境消毒への活用について 

アルコール消毒液が入手困難な状況に鑑み，環境消毒用に次亜塩素酸水の生成機を購入

したい旨提案があり，了承した。 
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〇第１８回感染症タスク・フォース（令和２年６月３０日開催） 

①鳥取大学における新型コロナウイルス対応の改定について 

「鳥取大学における新型コロナウイルス対応」について，大学行事や課外活動に係る

これまでの本学の方針に基づく修正を行いたい旨提案があり，検討の結果，了承した。   

②課外活動の段階的緩和の目安について 

課外活動について，実施可能な活動内容を具体的に示すとともに，２週間ごとに活動

を緩和することについて提案があった。検討の結果，対外試合等における移動の可否に

ついては，サークル顧問の確認を経て事務部に申請して最終判断をするなど，細部を学

生部で検討のうえ周知することとした。   

③次亜塩素酸水による環境消毒への活用について 

アルコール消毒液が入手困難な状況に鑑み，環境消毒にはアルコール消毒液以外のも

の（次亜塩素酸ナトリウム，次亜塩素酸水，界面活性剤）を使用することについて提案

があった。 

検討の結果，次亜塩素酸水の製造機器の購入も含め，対応を引き続き検討することと

した。 

   

〇第１７回感染症タスク・フォース（令和２年６月２３日開催） 

①第２クオーターにおける対面授業時の感染防止・熱中症対策について 

対面授業時の感染防止及び熱中症対策について検討の結果，理事（教育担当）から，

本件に係る要点を整理して学内に通知することとした。   
②いわゆる「新しい生活様式」への移行に伴う，学内活動への影響・体制等について 

対面授業実施に伴う感染拡大防止のために必要な経費について，学生部において取り

まとめた予算案の概要について説明があった。予算案に対する主な意見は次のとおり。   

・学生がフェイスシールドを長時間着用して集中力を保つことは困難だと思われる。   

・マスクを着用して長時間話すことは大変疲れるため，学生よりもむしろ教員がフェイ

スシールドを着用するのがよいのではないか。   

・サーモグラフィは，感染の拡大等に備えて導入しておくべきである。 

③その他 

新型コロナウイルス感染症は，感染力が強く，重症化する例もあるため，対面授業開始に

当たり，感染症に係る基本的な事項を改めて学生に周知し，自己管理を徹底させることが

必要である旨の意見があった。   
 

〇第１６回感染症タスク・フォース（令和２年６月１６日開催）   
①新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針の改定について 

第２クオーター（６月２５日）から，一部の科目で対面授業が開始されることに伴い，

その準備のため，６月１７日から「学生の入構」に係る行動指針をレベル１（一部制限）

に引き下げる旨の提案があり，検討の結果，了承した。 

また，第２クオーターからの行動指針について，「授業」はレベル３（制限（中）），

「学生の課外活動」はレベル２（制限（小））としたい旨提案があり，検討の結果，一

部修正のうえ周知することとした。 

②第２クオーターにおける課外活動について 

第２クオーターから，課外活動の行動指針をレベル２に引き下げることに伴う学生に

対する注意事項等の周知について提案があり，検討の結果，了承した。 

③湖山地区における学外者の入構規制について 

「学生の入構」に係る行動指針のレベル引き下げ等をふまえ，第２クオーターから鳥

取キャンパスにおける学外者の入構規制を解除したい旨提案があり，検討の結果，了
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承した。 

④医学部生命科学科１年生のオリエンテーション実施について 

医学部生命科学科から，未実施であった１年生のオリエンテーションを対面で実施し

たい旨の申し出があり，検討の結果，了承した。 

⑤その他 

・７月５日に本学共通教育棟を会場として中国・四国地区国立大学法人職員採用試験が

実施される予定であり，県をまたいで移動する受験者も想定されるが，３つの密を回

避するなどの対策を徹底することで実施を了承した。 

・本学の教育について，第１クオーターの取組みを総括し，地域に情報発信していく必

要があるとの意見があった。 

・with コロナの時代においては，Webの上手な活用と対面のコミュニケーションを組み

合わせたハイブリッド型を考えていくべきではないかとの意見があった。 

・学生の課外活動は，活動の特性により，人と人との接触の度合いに大きな差がある。

特にスポーツ活動などはサークルにガイドラインを示す必要がある。 

 

〇第１５回感染症タスク・フォース（令和２年６月２日開催）   
①2020年度前期第２クオーターにおける授業等の対応 

前回会議で方針を決定した第２クオーターにおける授業等の対応について，対面授業

の再開について学生に緊急調査をした結果や各学部の意見をふまえ，行動指針の制限レ

ベルを再検討した結果，レベル３（制限（中））としたい旨提案があり，検討の結果，

了承した。 

②その他 

・マスク，消毒剤，オンライン会議システムなど，新型コロナウイルス感染症に対応し

つつ本学の諸活動を維持していくために必要な設備や体制について，今後，継続的に

検討したい旨提案があった。 

・附属病院では，院内感染防止のため，やむを得ない理由で出張した場合は，体調や立

ち寄り先等について報告を求め，体調に不安があればＰＣＲ検査を実施することとし

ている旨報告があった。 

 

〇第１４回感染症タスク・フォース（令和２年５月２６日開催）   
①新型コロナウイルス感染拡大の防止について ―「緊急事態宣言」の全域解除に伴う対

応 

５月２５日の政府の緊急事態宣言の解除及び基本的対処方針の変更に伴い，本学の学

生及び教職員に対する注意喚起の内容を更新したい旨提案があった。 

また，鳥取県の対処方針の発表を待って改めて内容を修正し，委員の確認を得て周知

することとしたい旨説明があり，了承した。 

②2020年度前期第２クオーターにおける授業等の対応 

第２クオーターから，授業，学生の課外活動及び学生の入構に係る制限レベルを引き下げ

ること，及び各活動のガイドラインについて提案があり，検討の結果，提案の内容で周知す

ることとした。 

③マスク及び消毒剤の備蓄 

行動指針の制限レベルの見直しに伴い，マスク及び消毒剤の需要の増加が予想される

ため，備蓄量を決定したい旨提案があり，検討の結果，マスクは 80,000 枚，消毒剤は 
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720ℓ を目安として保健管理センターが備蓄することとした。 

④その他 

遠隔授業等に利用している Google Meet については，第３クオーター以降も現在と同

様の機能を利用する場合は使用料の支払いが必要となるため，今後の利用方針を検討し

ておく必要がある。 

 

〇第１３回感染症タスク・フォース（令和２年５月１９日開催）   
①新型コロナウイルス感染拡大の防止について ―「緊急事態宣言」解除に伴う対応― 

５月１４日に政府の緊急事態宣言及び基本的対処方針が変更されたことに伴い，本学

の学生及び教職員に対する注意喚起の内容を更新したい旨提案があり，検討の結果，提

案の内容で周知することとした。   
②緊急事態措置を実施すべき区域の変更等に伴う2020年度前期における授業等の対応 

第２クオーター（６月２５日）から，授業，学生の課外活動及び学生の入構に係る制

限レベルを引き下げることを視野に入れて，各活動のガイドラインを設けること及びそ

の方向性等について提案があった。   
これに対して，米子地区は第２クオーターの開始が６月８日であるため，その点に配

慮いただきたい旨の意見があった。本件については，次回会議で引き続き検討すること

とした。   
③その他 

緊急給付型支援金の支給に当たり，学生の生活状況等を調査した結果の速報値につい

て報告があった。回答率は約 75％であり，そのうちの約70％の者が支援を希望している

こと，困窮度別の支援希望の有無及び居住地別の生活困窮度の状況について説明があっ

た。 

 

〇第１２回感染症タスク・フォース（令和２年５月１２日開催）   
①新型コロナウイルス感染症拡大防止のための行動指針に係る活動制限レベル 

第１０回会議（４月２３日）において策定した「新型コロナウイルス感染症拡大防止

のための行動指針」のうち，研究活動の制限レベルを３（制限（中））から２（制限

（小））に引き下げること，及び引き下げに当たっての留意点等について提案があった。   

検討の結果，提案の内容で周知することとした。 

②鳥取大学における新型コロナウイルス対応の見直し 

「鳥取大学における新型コロナウイルス対応」について，感染したかどうかを帰国者・

接触者相談センターに相談する目安を国が見直したこと，及び大学行事や課外活動に係る

これまでの本学の方針に基づく修正を行いたい旨提案があり，検討の結果，了承した。 

③その他 

・国立大学協会が新型コロナウイルスに係る緊急要望をとりまとめ，４月２４日に文科

省をはじめとする関係機関に提出した旨報告があった。 

・新入生のケアについて，理事（教育担当）から各学部長に取組みを要請し，学科単位

のクラス会や学級教員の面談回数を増やすなどの取り組みが始まっている。 

・Web 上での課外活動について，安全な活動ができるよう大学としての支援を検討して

いる。 

・緊急給付型支援金の支給に当たり，学生の生活状況等を調査している。支援を求める

学生が多数いるため，原資を拡充する必要があり，同窓会や企業に協力を求めたい。 

・一時金による支援のほかに，奨学金やローンなど長期的な支援の検討も必要である。 

・地域学研究科修了生から 7,000 枚，医学部附属病院から鳥取地区及び医学部に対し

て各 10,000 枚のマスクの寄付をいただいたので，有効活用したい。 
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・アルコール消毒液の入手が依然として困難な状況である。 

・次亜塩素酸を含む弱酸性水の生成機器が保健管理センターに仮設置された。経済産業

省において，新型コロナウイルスに対する効果を検証中であり，その結果を見ながら

有効活用していきたい。 

 

〇第１１回感染症タスク・フォース（令和２年４月２８日開催）   
①新型コロナウイルス感染症に伴う学生支援策 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により，経済的に困窮する学生・保護者

に対する支援として，前期分授業料の納付期限（５月末日）を８月末日に延期する旨提案が

あり，検討の結果，提案の内容で周知することとした。 

②その他 

・次回の感染症タスク・フォース（５月１２日）において，国や鳥取県の動向を踏まえ

て，本学の行動指針に係る各活動の制限レベルを検討する。 

・学生生活を始めたばかりの新入生に対する支援は特に大切であり，理事（教育担当）

から改めて各学部長に支援を依頼する。学級教員による Web 面接や少人数に限った

集合面接など，支援の事例を各学部に展開して推進することが必要である。 

・保健管理センターでは，新入生から健康診断の問診票を回収しているところだが，そ

の際に学生の話を聞いたり，問診票の内容によっては別途声かけ等を行ったりしてい

る。 

・課外活動の制限下であっても学生同士が繋がる仕組み（例えば Web ミーティングな

ど）を提示しないと，活動を維持できず廃部に至るサークルが発生する恐れがある。 

・課外活動の禁止期間を５月上旬までとしていたところ，第１クオーター（６月２４日）

まで延長する旨報告があった。 

・米子キャンパスの大学祭（錦祭）は，今年度は中止する旨報告があった。 

 

〇第１０回感染症タスク・フォース（令和２年４月２３日開催）   
①鳥取大学における新型コロナウイルス対応フローチャートの見直し 

新型コロナウイルス感染者が発生した場合における学生の連絡先に，農学部共同獣医

係を追加するよう見直すこととした。  
②新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針（案） 

新型コロナウイルス感染症の感染状況等を踏まえた本学の行動指針について，活動内

容ごとに担当理事及び担当部課等で検討した修正案及び現在の制限レベルについて説明

があり，検討の結果，一部修正のうえ周知することとした。 
③その他 

・鳥取地区では，通信環境が整わないとして開講日（４月２２日）に講義室で受講した

学生は，各学部とも少人数であった旨報告があった。 
・鳥取地区では，本学に用事がない者の入構を規制する掲示を行うこととした。  
・地域学研究科の修了生から，本学に対してマスクの寄附の申し出があった旨報告が

あっ 

た。   
 

〇第９回感染症タスク・フォース（令和２年４月２１日開催）   
①鳥取大学における新型コロナウイルス対応フローチャートの見直し 

新型コロナウイルス感染者が発生した場合の連絡方法について，各学部・研究科の教務

担当係から，学生部を経由することなく，直接総務企画課へ連絡するよう見直すことと
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した。   
②鳥取県の新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた本学の対応 

国の緊急事態宣言が全国に拡大され，鳥取県の感染症対策が見直されたことに伴い，

本学の学生及び教職員に対する注意喚起の内容を更新し，周知した旨報告があった。 

③新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動指針（案） 

新型コロナウイルス感染症の感染状況等を踏まえた本学の行動指針の素案について説

明があり，活動内容ごとに担当理事及び担当部課等で検討のうえ，次回会議で改めて検

討することとした。 
④遠隔授業実施に伴う講義室等の使用の基本方針 

遠隔授業の実施に伴い，通信環境が整わない学生に対して講義室等を使用させる場合の

基本方針について説明があり，一部修正のうえ周知することとした。   
⑤その他 

・２０２０夏のオープンキャンパスについて，従来の対面型ではなく，Ｗｅｂ方式によ

る開催に変更した旨報告があった。 

・研究室等で行う学生の研究活動について，感染拡大防止のため原則禁止とする提案が

あり，一部の例外に対する修正を行って周知することとした。 

・本学の施設を学外に貸し付けることについては，多数の学外者が学内に立ち入ること

が想定されるため，９月３０日までは原則として行わないこととした。 

・納入が予定されている，次亜塩素酸を含む弱酸性水の生成機器を消毒用に活用しては

どうかとの提案があり，今般のウイルス対策としての効果を確認できないため，エタ

ノールの補助として使用することとした。 

 

〇第８回感染症タスク・フォース（令和２年４月１４日開催）   
①新型コロナウイルス感染者が発生した場合の対応 

前回会議において審議した，新型コロナウイルス感染者が発生した場合の学内連絡の方

法，臨時休業や業務継続等の検討について，委員の意見を踏まえた修正案の説明があり，

検討の結果，修正案の内容で学内に周知することとした。  
②その他 

・安全な環境のもとで教育を行うため，鳥取地区の第１クオーターは原則として遠隔授

業とするなどの「講義等の実施方針の運用（案）」について，学生及び教職員に周知

することとした。 

・研究室等で行う学生の研究活動について，感染防止の考え方を示し，各研究室等で徹

底するよう周知することとした。 

・マスクは当面必要となる数量が確保でき，アルコールについては，鳥取地区の第１ク

オーターが遠隔授業となるため，備蓄している数量でしばらく対応ができそうである

旨報告があった。 

・大学生協食堂の混雑対策として，入場制限やキッチンカーによる屋外での弁当販売を

計画している旨報告があった。 

・緊急事態宣言の対象となっている兵庫県（新温泉町）から通勤している教職員につい

て，現状を確認のうえ了承した。 

・米子地区に勤務する医師が兵庫県で行う兼業については，地域医療への影響があるこ

とから，病院長に対応を一任することとした。 

 

〇第７回感染症タスク・フォース（令和２年４月７日開催） 
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①新型コロナウイルス感染者が発生した場合の対応 

新型コロナウイルス感染者が発生した場合の学内連絡の方法，臨時休業や業務継続等

の検討について資料に基づき説明があり，意見等があれば，総務企画課へ連絡すること

とした。   

②授業開始時の諸問題について 

面接授業に替えて遠隔授業を行う場合の取扱いについて，資料に基づき説明があり，

検討の結果，原案の内容で学生部から学部等に周知することとした。   

また，感染症の予防及び拡大防止を目的として，授業開始日の繰り下げに伴う学生生

活上の注意事項を周知する旨説明があった。 

③その他 

・５月から始まる教育実習については，附属学校園から要望があった感染症対策を実習

生に徹底させたうえで実施する。 

・マスク及び消毒液は入手困難な状況が続いており，部局が要望する数量が保健管理セ

ンターの備蓄を上回っているため，真に必要な数量だけ使用するなど，管理を適切に

行う必要がある。 

・授業の際は，学生が自分で用意したマスクを着用することを徹底させたい。 

・帰省等で県外にいる学生を早急に鳥取に移動させ，２週間の健康観察を行って授業の

開始に備えるよう周知する。 

 

〇第６回感染症タスク・フォース（令和２年３月３１日開催） 

①令和２年度の学事日程等 

鳥取地区の前期の授業開始日を２週間繰り下げたことに伴う変更後の諸行事日程につ

いて，説明があった。 

なお，米子地区では，４月１日から２週間は e-learning 等による自宅学習とした旨

報告があった。 

②新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた講義等の実施 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため，４月１日から５月２９日の間を特例期

間とすること，及び当該期間における講義等の実施方針（案）について，資料に基づき

説明があり，検討の結果， 原案の内容で学生部から学部等に周知することとした。 

また，授業実施に係る問題点及び課外活動について，以下のとおり確認した。   
・Web 授業を実施するに当たり，総合メディア基盤センターの協力によりマニュアル

作成等を行うこと。 

・授業におけるバス利用においては，マスク着用，アルコール消毒等の基本的な感染

症対策を実施するほか，学生の座席を指定すること。   

・共同獣医学科では，岐阜大が４月１０日に開講する予定であり，本学の学生にとっ

ては開講日までに２週分の遠隔講義が進行していることとなるため，負担軽減策を

講じること。   

・課外活動は４月末まで活動を禁止しているところ，４月下旬に理事（教育担当）が

当該措置の解除又は延長を決定すること。 

 

 

〇第５回感染症タスク・フォース（令和２年３月２４日開催） 

①学生・教職員に対する注意喚起（第４報） 

学生・教職員に対する「新型コロナウイルス感染症に関する海外渡航等の注意喚起
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（第３報）」について，感染症危険情報レベルが２未満の国・地域から帰国・入国した

者についても厳重な健康観察を行うこととする見直しを行い，第４報として周知するこ

ととした。 

②令和２年度の学事日程等 

現在の新型コロナウイルス感染症の感染状況等を踏まえて検討した結果，前期の授業

開始日を２週間繰り下げることとした。 

③新型コロナウイルス感染症に罹患等した場合の対応 

学生が新型コロナウイルス感染症に罹患等した場合の対応について，学生及び教員向

けの周知内容の提案があり，検討の結果，一部修正することとした。 
 

〇第４回感染症タスク・フォース（令和２年３月１８日開催） 

①「鳥取大学における新型コロナウイルス対応」に係る意見等とその対応 

第３回タスク・フォースで策定した本学の基本方針である「鳥取大学における新型

コロナウイルス対応」について，学内周知後に教職員から寄せられた意見・質問及び

それらに対する対応について説明があり，それぞれの内容を確認した。 

②令和２年度入学式 

式典の実施について検討した結果，国内外の感染の状況が４月初旬に大きく改善す

るとは考えにくいこと，卒業式よりも対象者数が多いことから，感染リスクの管理は

困難であると判断し，中止することとした。 

③令和２年度学年暦 

学生部では，前期授業の開講日を予定通りとするか，遅らせるかについて３月２４日

を目途に判断し，学生に周知する予定である。また，感染の状況が悪化した場合に備え

て，開講日を遅らせた場合の学年暦が３案示された。 

④その他 

・マスク及び消毒液の備蓄及び配布の状況について報告があった。 
・留学生の所在確認を行った結果について，資料に基づき報告があった。 

 

〇第３回感染症タスク・フォース（令和２年３月１０日開催） 

基本方針である「新型コロナウイルス対応（案）」について，各委員から提出された

意見等を中心に審議し，基本的に提出された意見を追加修正することで決定した。   

主な審議事項は以下のとおり。  
①濃厚接触者 

濃厚接触者については，大学で調査するのではなく保健所が認定することを確認。 
②入学式について 

政府等の対応をみながら，3 月 16 日の週に判断する。その他の 4 月以降の行事

については現在学生部で対応案を検討中。 

③海外渡航について 

外務省の感染症危険情報レベルにかかわらず当面の間，海外渡航は原則禁止する。 

（終了時期は今後の情勢を見て決定） 

 

〇第２回感染症タスク・フォース（令和２年３月５日開催） 

基本方針である「新型コロナウイルス対応（案）」について，第１回会議に引き続き審議
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するとともに，以下の項目について確認した。 
①感染症タスク・フォースの広報案 

感染症タスク・フォースの取組みをわかりやすく広報するため，電子メール及びホ

ームページによる周知案が示され，一部修正することで了承した。 

②鳥取大学における新型コロナウイルス対応（案）について 

学長から，新型コロナウイルス対応（案）について資料に基づき説明があり，次回

のタスク・フォースで内容を確定させ，各学部等に対して周知することとした。 

③卒業式について 

式典の実施について改めて検討した結果，国内外で感染の拡大が続くなかで，帰省

や旅行などで県外に散っていた卒業予定者が一斉に会場の体育館に集合する状況では，

感染リスクの管理は困難であると判断し，中止することとした。   
なお，式典は中止するが，大学構内において，学部又は研究科ごとに学位記の引き

渡しを行うこととした。   
④学生対応 

新型コロナウイルス感染症に係る学生の就学や生活上の取扱い，入試及び海外渡航

に関する対応について，それぞれの検討を進めることとした。 

⑤新型コロナウイルス感染症に係るホームページ掲載案 

本学の取り組みの全体像が分かるような記述を追加すること，ホームページ上で更

に目立つような工夫をするなど，一層の充実を図ることとした。   

⑥令和２年３月及び４月の行事 

経営協議会，名誉教授称号授与式及び永年勤続表彰式に付随する会食は全て中止す

ることとした。   

⑦マスク及び消毒液の確保等 

保健管理センターが，マスク及び消毒液の備蓄を一元的に管理し，入試を始めとす

る大学の行事等の際に各学部等に配布することとした。   

⑧その他 

感染症の流行地に赴いた者が，学内で差別的な扱いを受けた旨の報告があり，こう

した行為を防止するため，大学としてメッセージを発信することとした。   

 

〇第１回感染症タスク・フォース（令和２年３月３日開催） 

基本方針である「新型コロナウイルス対応（案）」について審議するとともに，以下の

項目について確認した。   
①医学部卒業式（３月６日） 

感染防止策を講じ，規模を縮小して開催することとした。   

また，鳥取地区の卒業式も同様の方針で開催することとした。   

②一般入試（後期日程）（３月１２日） 

感染防止策を講じ，予定どおり実施することとした。   
③４月から授業開始までの諸行事 

４月に実施を予定しているオリエンテーション，健康診断，授業料免除申請等の

学生対応について，今後，感染防止に配慮した実施のあり方等を検討していくこと

とした。   
④附属図書館の運営 
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附属図書館で感染防止に配慮した対策を講じることを確認した。   
⑤マスクの備蓄 

マスクは保健管理センターから各学部に対して１月に配布済みであることを確認

した。   
⑥教職員の休暇の取扱い 

人事院から示された通知を参考に本学の取扱いを検討することとした。   


